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■前世の記憶を持つ令嬢








　ブランシュは広く美しいホールを眺め、ほうと溜め息をついた。

（さすが、スケーヴィング侯爵家……）

　天井と壁には天使の肖像画が描かれ、床の大理石が白く輝く。隅々まで手入れが行き届き磨き上げられている証拠だ。一侯爵でありながらこのようなホールを有していることが、スケーヴィング家の圧倒的な財力と立場の強さを表している。

　だが、彼女はそれに圧倒されることなく隣を歩く父・デトレフの腕に手を置き、ゆったりとした足取りで前に進んだ。

　今日ここで行われるのは、スケーヴィング家前当主の六十回目の誕生日――長寿を祝うパーティーだ。だが、社交界シーズンでもある今それは名目上で、実際の目的は次期当主である孫のアイガー・スケーヴィングの婚約者を探すことだと噂されていた。案内状を出された貴族のほとんどが若い娘のいる家だったこともその噂を裏付けている。そして、ブランシュもその招待状を受け取った一人だった。

　孫のアイガーは二十五歳。軍役でも成果を上げ、若くして将官の地位を得ているものの、この年齢まで妻を迎えていない。見目も麗しいと評判で、だからこそ社交界では毎年、なぜ彼がまだ独り身なのだろうかと話題に上るのだった。

　ブランシュの生家であるミッテルラント子爵家は、いい意味でも悪い意味でも目立つところがない。堅実な領地経営をしているといえば聞こえはいいが、育つ作物も限定的だし、華やかな名所もない。今後今以上の領地収入の増加も見込めず、父も軍事で出世をするタイプでもなく、ミッテルラント家としては一人娘のブランシュの結婚に期待するところが大きかった。

　外見は害のなさそうな、ふわりとした金髪に透き通った緑の目を持つブランシュには、これまである程度縁談の話はきたのだが、なぜか成立に至らず、とうとう今年二十の年を迎えてしまった。

「ブランシュ、今日は頼んだぞ」

　神経質そうに眉間に皺を刻んだデトレフが囁いてくる。屋敷で待っている母フレイアも、二人を送り出す時、瞳孔の開いた目で『表沙汰にならなければ、もう何をしたっていい』なんてむちゃくちゃなことを言っていた。

　だが実際、ブランシュがアイガーの妻の座を射止めるのは、かなり厳しい話である。

　この国・オビラントの社交界の常識では、二十歳の未婚の女性はあり得ない。この年齢になってしまってはもう、格上の家から婚姻の申し込みをされることは期待できないし、今回スケーヴィング家から招待状が届いたことすら奇跡に近い。きっと対象の数が多すぎて年齢の確認が漏れてしまったか、世間体に配慮して、ミッテルラント家へもお情けで声をかけたのだろう。

　それでも彼女の立場なら、絶対にこのチャンスをモノにしなければならない。だが、肝心のブランシュの顔には、全く必死さというものがなかった。

（ここは領地も広いし、隣国から王都へ通じる大きな街道が通っているから、妻としての仕事も多そうだし……）

　会場を見渡した彼女は、集まった令嬢の数を見てうんうんと頷く。

（頑張ったけれど、未来の侯爵妻の座を狙う競争相手が多すぎて、彼に近づくこともできませんでした！　よし、母様への説明はこれでいきましょう）

　誰もがアイガーの登場を心待ちにしている中で、彼女がそんな斜め上の決意を固めているとは、誰も想像していないだろう。




　ブランシュは、結婚自体が嫌というわけではない。この人生ではそれは避けられないだろうし、のんびり過ごすために悪い手段ではない。でも、結婚というのは、焦って早く嫁げばいいというものではないのだ。行き遅れればもちろん選択肢は少なくなるが、だからといって、いい相手が見つからないわけではない。

　女性と話すのが苦手でなかなか社交界に顔を出していなかった男性だとか、離婚歴はあるけれど仕事ばかりしていたのが原因だっただけ、というおじさまだとか、ブランシュにとっていい相手はきっとどこかにいる。こういうものは縁としか言えないし、焦りは禁物である。

　入り口のあたりがざわざわとし始め、いよいよ主役である前当主、そして孫のアイガーが現れるのではないかと、デトレフが落ち着きなく視線を泳がせる。だがブランシュはそんな彼の隣でリラックスし、柔らかい微笑みすら浮かべていた。

（こんな、どう見ても忙しい家である必要はないわ。今回は見送りでいいかしらね）

　この心の声を知られれば、そんなことを言える立場かとフレイアに胸ぐらを掴んでがくがくと揺さぶられそうだが、ブランシュ自身はどこ吹く風といったものだった。

　彼女がそんなどっしりと構えた性格をしているのには、理由がある。




　ブランシュには、前世の記憶があった。

　彼女はかつて、ある国のスパイとして敵国だったこのオビラントに紛れ、娼婦兼暗殺者として生きていた。今も現存するその国の名は、帝国ルカ・バラという。民主主義が敷かれて長く、他国との交易や技術の発展も著しいオビラントと比較すると、ルカ・バラは自国の内情を徹底して秘匿することで知られ、孤高の帝国と呼ばれていた。

　だが今はもう、彼女が生きていた時代から百年ほど経っており、戦争ばかりのあの頃とは何もかもが違っていた。裏では分からないが、オビラントとルカ・バラも円満な関係を築いているようだ。

　前世では戦渦に巻き込まれてあっけなく死んでしまったが、ブランシュはかつての生き方を悲観していたわけではない。敵国に潜む間は命の危険も伴い気を抜くことはできないが、国に帰れば優遇され、普通以上の暮らしができたからだ。

　自分が前世の記憶を持ったままこの世界に生まれたと気づいた時には驚いたが、今世は国同士の領地争いも落ち着き平和だし、ちやほやとお嬢さん扱いされて暮らせる。ブランシュのもともとの気質もあって、あまり気にせず、のんびりとした暮らしを享受することにしたのだった。

　ただ、記憶を持つ分弊害もあり、ブランシュは物心ついた時から、「何を考えているか分からない子」だと両親やメイドから不気味がられていた。反応が乏しくあまり周りを気にする様子がない割に、ふと見せる動作が子どもらしからぬものだったからだ。

　まだ歩き出したばかりの赤ん坊が、鍋が煮えたぎっているのをさりげなく伝えてきたり、外に馬泥棒が来ていることを知らせたりしてきたら、親としては当然その違和感に気づくだろう。

　ブランシュ自身も当時は記憶がおぼろげで、それを上手く隠すことができていなかった。

　一時は神童かと期待されたのだが、残念ながらブランシュに勉学のほうの才能はなかった。難しい学問や暗記は、前世の頃から得意ではない。人の関係性の把握や、悪事の匂いを察するのに長けているだけなのだ。子爵家の令嬢として、これほど使い道のない能力はない。




「来たぞ、ブランシュ」

　デトレフが、ぼんやりとしていたブランシュの脇腹を肘でつついた。同時に会場がわあっと盛り上がる。前当主とともに、お目当てのアイガー・スケーヴィングが姿を現したのだ。

（まあ。これは皆が色めき立つのも分かるわね）

　ブランシュは、側近をそばにつけ人の波を分けて現れたアイガーに目を遣り、冷静に彼を観察した。彼女はほかの令嬢たちのように心を弾ませてはいない。フレイアに「ちゃんと近づこうとした」と説明するためにも、彼の外見をしっかり見ておこうと思っただけだ。

　そこには、黒の短髪に冷たい眼光をたたえた男が立っていた。背が高く、戦場を経験している逞しい体つき。加えて端正で色気があり、美しい。

　『どんな女もお眼鏡にかなわない』と巷で言われていると耳にしたが、それも納得できる。ああいった男を女としても妻としても満足させられる者は、なかなかいないのではないだろうか。結婚してからも苦労するのが目に見えている。

　改めて、「ナシ」だ。ブランシュは、密かにそう結論を出した。

　招待客が一斉に彼の周りに集まり、我先にと挨拶を始めたようだ。デトレフもそこに入り込みたそうにしているが、なかなかタイミングが掴めない。

（無理しなくていいのよ、お父様）

　あの人がこちらを向くことは絶対にないわ。心の中でそう囁いたブランシュは、再び輪の中心のアイガーに目を遣った。

　彼は、群がる令嬢の顔をまともに見てもいない。明らかに興味がなさそうで、仕方なく参加したのだという様子を隠しもしない。おそらく祖父や父からうるさく言われてこの場にいるだけなのだろう。

　ブランシュがそれを見て苦笑していると、うんざりとした表情の彼が新鮮な空気を吸いたいというように顔を上げ、ぐるりとホール全体を見渡した。その視線が偶然こちらに向く。

　その瞬間だった。

「えっ!?」

　ブランシュを、稲妻に打たれたような衝撃が貫く。

　彼の鋭い眼光が彼女を射抜いた。ただそれだけだ。

　だが、ブランシュにはその瞬間、『分かった』。

「クレヴァス……」

　ついその名前を溢してしまい、声が届く距離ではないのに慌てて口を塞ぐ。同時に、彼もなぜか目を丸くしたように見えた。

　外見は全く違う。なのにどうしてか『分かる』のだ。

　――あの男は前世、この国の騎士団長だった男ではないか！

　後ろは壁でそれ以上逃げられないのに、ブランシュは本能的な恐怖で壁に背を張り付けた。

「ブランシュ、どうした」

　娘の異常に気づいたデトレフが振り返る。が、その相手をする余裕はない。

　ブランシュは猛獣と距離を取るかのようにアイガーから目を逸らさず、ゆっくりと壁沿いに、出口のほうへと進んだ。彼の視線はただ何気なくこちらを向いているようにも見えるが、ブランシュには、まるでそれが自分を追ってきているように思えた。

　まずい。

「おい、ブランシュ、いったい何事だ……！」

　デトレフは動揺してブランシュの腕を掴む。だが、それでもアイガーから視線を外すわけにはいかなかった。

　かつてブランシュは、あの男の率いる騎士団に娼婦として潜入していた。彼自身の寝室に呼ばれたこともある。武力も段違いに高く、警戒心も強い彼の暗殺は諦めざるを得なかったが、彼の部隊を混乱させようと、誤った計画の情報や、結束力を削ぐために陰口や不満を頻繁に流すなどした。

　結果、どれも上手くいかなかった上に、任務の途中で彼に気づかれ捕らえられてしまったこともある。その時はなぜか逃がされたが、牢屋で檻の向こうから自分を見下ろす彼の威圧するような眼差しを今でも覚えている。

　今こちらを向いている目にも、どこか同じ鋭さがないだろうか。

（逃げないと……！）

　ブランシュの外見は、アイガーと同じく前世とは全く違うものだ。本来なら慌てる必要はない。だがブランシュが彼に気づけるのなら、彼も同じでないとどうして言えるだろう。

　彼女の本能が、逃げるべきだと告げていた。

　ブランシュは動揺するデトレフを置き去りにしてでも逃げようと思った。彼女のその動きが、ほかの令嬢たちの中であまりに目立つ動きだったとしても。

　彼の視線は、まだ鋭く彼女を捕らえていた。もうダメだ。きっと、捕まえろと命令を下される。そう思った時。

　何事もなかったかのように、彼の視線は逸らされた。

「……っ!?」

　それだけのことなのに、ブランシュは一気に緊張感から解放された。

　彼はブランシュと目が合っていたことなど嘘のように、周囲との会話を再開している。美しい令嬢を紹介され、それに対してにこやかな笑顔まで見せている。

　ブランシュは肩透かしを食らい、膝から力が抜けそうになった。

（勘違い、だった……？）

　蛇に睨まれた蛙のように全身を硬直させていたブランシュは、そこでようやく、はぁっと息を吐き出した。

「ブランシュ……！」

「ごめんなさい、お父様、少し、めまいが……」

　絞り出した声でデトレフに応える。これは決して演技ではない。

　再びアイガーのほうを見たが、やはり彼がそれ以上こちらを気にする様子はない。ブランシュはゆっくりと深呼吸した。

（気のせいだった……）

　よく考えればこの世界に、そんなに前世の記憶を持つ人間がゴロゴロ転がっているはずがないのだ。この二十年、ブランシュの知る限りでは一人もいなかった。あんな目で鋭く睨まれたから、てっきり彼もそうなのだと思ってしまった。

　どうして彼の前世がクレヴァスだと感じたのかは分からないが、もしかしたら彼の遠い血縁者なのだろうか。

（焦ったわ……）

　胸に手を当ててなんとか落ち着いたが、ブランシュはそれでも、これ以上この場にいる気にはなれなかった。

「お父様、本当に申し訳ありません、気分が優れず、ご挨拶ができる状態では……」

「なんだと、お前、こんな大事な日に……！」

　デトレフは険しい表情でそう言ったものの、事実、娘の顔があまりに青白いと認めざるを得なかったのだろう。言葉を詰まらせた。

「こんな状態では、よいご印象などお持ちいただけないですわ……わたくしとしても非常に不本意ですが、またお詫びのご挨拶の機会をいただくことも可能でしょうし、本日のところはこの辺りで失礼させていただけないでしょうか……」

「この辺りで？　まだ何もしていないではないか、くそ……っ」

　デトレフは憤りで行儀の悪い言葉まで吐いていたが、娘の体調不良とあってはどうしようもないと諦めてくれたのだろう。溜め息をついて、端に控える使用人の元へ向かった。

　逃げるタイミングはスパイ活動においても重要だ。たとえ敵だという確証がなくても、必要な情報を得ることができなくても、捕まってしまっては元も子もない。捕らえられて相手に自国の情報を渡すくらいなら、早合点でも早めに逃げるに越したことはない。

　本来であれば直接詫びるべきだが、今この時も多くの招待客に囲まれた前当主にはなかなか近づけそうにないし、彼らをかき分けてそんなことを伝えれば逆に印象を悪くしてしまう。

「スケーヴィング卿にはお祝いの言葉をお伝えいただけますか」

　デトレフはそう使用人に伝言を残し、哀愁を漂わせながら、一方ブランシュはスキップができそうなほど軽やかな足取りで会場をあとにした。

「最悪だ……」

「申し訳ありません、お父様……」

（あ～、怖かった！）

　しゅんとした顔をしているが、内心では解放感に溢れ、うーんと伸びでもしたい気分だった。

　この世界に生まれて、初めてこんなに焦った。さっさと逃げ出せてよかった！

　そんなふうに考えながら、ブランシュはデトレフとともに馬車に乗り、家に着いた頃にはもうすっかりその日の恐怖を忘れてしまっていた。食べ損ねた料理を惜しく思って、メイドのアリーにこっそり夜食を作ってもらおう、なんてのんきなことを考えていた。




　だが、事件はその二日後に起きた。

「ブランシュ！　よくやったわ！」

　今まで聞いたことのない高い声を出して部屋に飛び込んできた母・フレイアは、驚いて立ち上がったブランシュを強く抱きしめた。ブランシュはされるがままになり、きょとんとする。

「どうしたの？　お母様」

　普段から褒められることが少ないし、心当たりもない。なんのことか分からないという様子のブランシュに彼女は続けた。

「あなた、スケーヴィング次期侯爵に見初められたのよ!!　お祝いを伝える間もなく帰ってくるなんてお父様もあなたも何をしているのかと思ったけれど、結果的にそういうところが、目を血走らせたほかの令嬢たちと違ってよかったのかもしれないわね！」

「えっ」

　母は喜びに打ち震えて気づいていないようだが、ブランシュは喜びとは別の衝撃で動けなくなっていた。

　まさか、そんなはずは……。

「お母様、何かの間違いでは……」

「いいえ、間違いなくあなたの名前が書いてあるわ！　新緑の目、金色の波打つ髪、ふわりと咲く花のように壁際に立つあなた、と褒め称えられているわよ。読んでみなさい」

　うきうきとした様子で、フレイアは手紙を差し出す。ブランシュは震える手でそれを受け取り、麗筆に目を通し始めた。アイガーから送られてきた、ブランシュとの結婚を乞う内容の手紙だ。何度も読んでも、相手はブランシュのことを言っているのに間違いない。でも、いったいどうして？

「二日後、アイガー様ご本人が正式に求婚のためいらっしゃるそうよ。さぁ！　あなたたち！　一世一代の大仕事よ！」

　メイドも使用人も、まるで何かの大会に出るかのように声を出して応えた。かつて彼らがこれほど一致団結することがあっただろうか。

「よかったですね！　お嬢様！」

　メイドのアリーに関しては、目に涙まで浮かべている。

　勝負の時に向けて、ミッテルラント家が一丸となっている。だがそれはブランシュを除いてだった。彼女だけは、そこに呆然と立ち尽くしていた。




　ブランシュはその日と翌日、寄ってたかって身体を磨き上げられ、仕立屋に無理を言ってドレスの調整をしてもらいと大忙しだった。このチャンスにお金をつぎ込まなくてどうするのだと言う両親に抵抗する術がない。

　ブランシュの頭は、あのパーティーの日、アイガーの前世がクレヴァスではないかと感じたことを強く思い返していた。でも、前世の記憶を持って生まれ変わるようなことがそう頻繁に起こるとは思えないし、逃げ出す決定打にも欠ける。そもそもたった二日では、何かを調査したり逃げる準備をすることもできない。

　ブランシュはやむなく、そのままアイガーを迎えることになった。




「アイガー様がいらっしゃったわよ！」

　フレイアの声に合わせて、屋敷内が浮つきだす。

　薄紫のレースのドレスに身を包んだブランシュは、一人、応接室で来客を待った。ミッテルラント家の応接室は、小花柄の壁紙に囲まれ、とりあえず揃えた椅子や机が並べてあるが、スケーヴィング家と比べると田舎っぽさが隠しきれない。だがブランシュが緊張している理由は、家の釣り合いの取れなさだとか、ドレスが問題ないかとかではない。

　いったい彼から何を言われるのだろう。本当に自分が婚約者として見初められたのか、はたまたブランシュの前世の罪を告発し、捕まえにやってきたのか。

　この人生では、捕まるような悪事はしていない。でも念のため逃げ道を確保しておかなければと思っていた。ブランシュはアリーに、「緊張で吐きそうだから、もし助けを求めたら少しの時間だけ自分を逃がして」「アイガー様の前で醜態を晒すわけにもいかないから」などと事前に伝えていた。その少しの時間があれば、普段から警備の甘いこの家からは簡単に逃げられるだろう。

　今日は、求婚の真意、そして、彼に前世の記憶があるのかどうかを確かめなければならない。だが同時に、ブランシュに記憶があると気づかれてはならない。

　屋敷内を忙しなく動いていたフレイアが応接室にやってきて、ブランシュの隣に立った。

「最初が肝心よ！　がつがつする必要はないけれど、好感は持たれるように！」

　彼女はぴんと背筋を伸ばして、視線をまっすぐ扉のほうに向けながらそう囁いてくる。

「分かりました、お母様」

　ブランシュは、ほとんど棒読みでそう答えた。




　そうして、彼が再びブランシュの前に姿を現した。

　鋭い眼光を持つ黒髪の男が、扉をくぐるやいなやこちらを向く。ブランシュにはその視線が、まるで『見つけた』と言っているように見えた。

　――ダメだ。詰みだ。

　前世の記憶を持っているはずなどない。つい先日そう考えたばかりなのに、ブランシュはくらりとなった。だがその瞬間、彼の姿が消えた。

「えっ」

　彼がブランシュの前に跪いたのだ。

「美しい花よ。突然の訪問を受け入れてくれて、嬉しく思う」

　子ウサギのように震えていたブランシュは、彼のその言動に目を丸くして固まった。隣のフレイアは「まあっ」と言って頬を染め、両手で口を覆っている。

　こちらを見上げる男が浮かべているのは、あの日令嬢たちに向けていたよそよそしい笑みではない。心から嬉しいと感じている子犬のような笑みだ。

「え……っ、あの……」

「ブランシュ、ちゃんとご挨拶をなさい！」

「構いませんよ。こんな愛想のない男に突然訪問されたら、怯えてしまうのも当然だ」

　慌てるフレイアに対して紳士的にそう言うと、彼はブランシュの手を取り、手の甲に恭しく口づけをした。今度はアリーが「きゃあっ」と声を上げ、隣のメイドに口を塞がれている。

　だが、ブランシュにときめいている余裕はない。彼のその仕草と表情から何か読み取れないかと必死だ。

　これは、本当に純粋な求婚か？　あの一瞬の視線の鋭さは気のせいか？　彼には前世の記憶などないのだろうか。

　そのことばかりを考え、頭の中がすごい早さで回転している。

「あなたのお話は、以前より伺っていました」

　アイガーが話し出す。その内容に、何を言うつもりなのかと思い身体がびくりとなった。

　彼はいたずらっ子のような笑みを浮かべ、こちらを上目遣いに見つめている。

「そんなに怖がらないでください。決して悪い噂などではないのです」

　そう言って立ち上がり、優しい瞳でブランシュを見下ろす。

「ミッテルラント家のお嬢様は、白い花のように愛らしい外見だが、その実幼い頃から聡明でいらっしゃると伺っていた。先日のパーティーでも私にただ結婚を請うわけでもなく、侯爵家の実情を落ち着いてよくご覧になっていた様子。私は一緒に領地を経営していくパートナーとして、お嬢様のような方が望ましい」

「まあっ、そんなふうに言っていただけるなんて……」

　賞賛の言葉に、フレイアは感動で瞳を潤ませている。娘がこんなふうに褒められて、母親として素直に嬉しいのだろう。

「ただ、やはり突然の求婚はよくなかった。私も焦ってしまって……お嬢様を戸惑わせてしまっている」

　アイガーは眉を下げ、叱られた子犬のような表情を見せる。フレイアはぶんぶんと首を振った。

「とんでもないわ！　ねぇブランシュ、嬉しくて言葉が出ないだけよね？　アイガー様、娘は緊張で震えているだけですわ」

「だったらよいのですが……」

　純粋にこちらを慕っているような困り切った顔を、ブランシュはただただ目を見開き、硬直して見つめていた。

　言葉を発することはできなかった。何か言えば墓穴を掘るかもしれないからだ。

　結婚したくないと言えば、ミッテルラント家の立場が悪くなる。こちらがこの縁談を断る理由などないのだから、わけもなく後ろ向きな姿勢を見せればそれが刺激になって、ブランシュを疑うきっかけになってしまうかもしれない。だからといって話を進めたくはないのだから、ぜひ、と声を上げるわけにもいかない。とにかく今は何を言っても状況が悪くなる。この時点で打てる手は、震えて言葉を発さない以外ない。今は。

　ブランシュは怯えを含んだ表情で、辛うじて微笑んだ。

　アイガーはそんなブランシュを責めることなくフレイアとの会話に花を咲かせ、「あなたへの好意は本物ですよ」と何度も言った。そして、気分を害した様子は微塵も見せず、最後まで紳士的な態度をとり続けたのだった。




「どうしてなのぉ！　ブランシュ～!!」

　アイガーを見送ったあと、フレイアは膝から崩れ落ちてしまった。

「もう少し笑顔を見せるとか、頬を染めてみせるとか……っ！　それに、せっかく一緒に領地を経営していける見込みがあると思われたのだから、もっと聡明な印象を与えないとダメじゃない！　あぁ……どうするの、お考えを改められてしまったかもしれないわ……！」

「ごめんなさい、お母様……」

　涙声で謝り一見反省しているように見せていたが、内心はそうではない。正直ブランシュにとっては、彼が求婚を撤回してくれたほうが都合がいい。

　前世の気配を感じたのは、やはり気のせいだったかもしれない。だがそれでも怖い。安全だという確信が持てない今、このままことが進むのを許すわけにはいかない。

　この縁談が進まないよう、今までのように、手を打たせてもらう。







■暗躍する令嬢








　ブランシュは、フレイアが顔合わせに失敗したショックで寝込んでいるのをいいことに、その夜から行動を開始することにした。

　屋敷の二階、庭に面した自身の部屋で寝息を立てていたはずのブランシュは、家中が寝静まったタイミングでぱちりと目を開けた。

　滑らかな動きでベッドを下りる。慣れた動作でカーテンを外し、それをドアノブに結びつけた。片側を窓から投げ下ろすとそれに掴まり、恐れる様子もなくするすると地面に下りた。厩の陰まで音も立てずに素早く移動すると、魔法のような早さで部屋から持って来た服に着替え馬に跨がる。眠そうな馬をなだめて、王都の方向に向かって駆け出した。

　雲が月を隠している十数分の、あっという間の出来事だった。

　ミッテルラント自体は地味な領地だが、王都にほど近く、小一時間馬を走らせれば貴族の令息令嬢が夜な夜な集まるサロンに辿り着ける。

　通常スパイの使う手段では、情報屋と呼ばれる者から情報を買うことが多い。だが、今回のように元々釣り合わない縁談を白紙にするくらいなら、そこまでする必要はない。

　街の明かりが、馬から下りたブランシュを照らし出す。

　そこにはもう、ふわりとした金髪を持つ女性はいなかった。髪をまとめて短髪のウィッグを被り、こっそり仕立てた騎士服を身につけたブランシュは、中性的な雰囲気を持つ『男』になっていた。

　そうして、『彼』はまっすぐサロンの一つに入って行った。入室の時に確認されるのはこの国の貴族に与えられているメダルだ。それを支配人に見せると給仕から飲み物を受け取り、前もって誰かと約束をしていたかのように迷いなく進む。その動きは周囲に馴染み、誰もブランシュを気になどしていなかった。

　周囲の会話に耳を澄ませる。すると、ブランシュが予想していたよりも早く、その話題が耳に飛び込んできた。

「スケーヴィング家の跡取りが、ミッテルラント家の娘に求婚したらしいじゃないか」

　明らかに面白がっている声色だ。その若い男のいるテーブルに近づきながら、ブランシュはつい笑みを浮かべた。これは、予想よりも早く目的を果たせそうだ。

　男の持ち出したその話題に同じテーブルにいる数人が食いつき、声を上げる。

「どうしてあんな年増に……っ」

「ミッテルラントなんて結婚する利点はあるのか？　ほかにいくらでも選びたい放題なのに、分からないな」

　ブランシュはそれらの失礼な言葉に眉を動かすことなく、そのうちの一人、ギリギリとハンカチを噛みしめる令嬢に近づいた。

「こんばんは、お嬢様。突然の無礼をお許しください」

「ま……っ、あ、あなたは……？」

　見知らぬ男に話しかけられ、彼女が警戒を見せるのは当然だ。だが貴族の証拠であるメダルを目にして、その表情が若干和らいだ。もともとこの国のサロンは、口うるさい祖父母や両親の目を離れ、若者同士で自由に交流することが許される場所だ。その代わりサロンの営業は王宮の認可を受けた店に限られているし、壁沿いには令嬢や令息の連れてきた護衛が立ち並んでいる。出歩く者がほとんどいないルカ・バラの夜を知っているブランシュは、オビラントのこの不用心な風習を知り初めは驚いたが、今ではそれにかなり助けられている。

　普段知り合えない相手と交友を広げるための場所だから、警戒心も、昼間の社交界に比べれば格段に弱まるのだ。

「最近男爵の身分をいただいたフィリアザフィロと申します。分不相応な発言をお許しいただけますか……？」

「回りくどいのは嫌いだわ。はっきり仰って」

　オビラントにおける男爵とは、国への貢献が認められ、勅許状によって与えられる最下位の貴族称号だ。彼女はこちらを軽んじる様子は見せたが、中性的な魅力を持つ若い男の恭しい態度に悪い気はしなかったようだ。そこに畳みかける。

「お嬢様。実はミッテルラント家のご令嬢には、怪しげな夜会に参加しているという噂があるのです。私は、彼女はスケーヴィング家にはふさわしくないと思う」

「本当？　それはどこからの情報なの？」

　確認を怠らない姿に、彼女を選んで正解だったと感じながらブランシュは続けた。

「私は騎士上がりですので、こういったサロンだけではなく、もっと小さなカフェーの警備をすることもございました。その時にお顔を何度か目にしたことがあるのです。男性の腕に手を置き、親しげなご様子でした。そして、別の場所で目にした時には、また別の男性に身体を寄せておられたのです」

「あなたが見た、ね……。でも、ええ、そうよね。あの年齢まで結婚していないんだもの。きっと何か難があるに決まっているわ」

「これまでいくつも結婚の話がなくなっているというのも怪しいしな。そうやって夜な夜な男を侍らせていたのなら頷ける」

　別の男が上半身を乗り出し話に乗ってくる。こちらを見る女の目にはまだ怪しむ様子はあったが、ブランシュは彼女が追求してこないことに確信を持っていた。この話は、どちらかといえば彼女のほうに大きなメリットがあるからだ。

「普段もぼうっとしていることが多いのは、夜出歩いていたからかもな」

　面白みのある話題を一つ投げ込んでやれば、それを燃え上がらせて楽しむのが人というものだ。悪い噂ほどその反応は顕著になる。ブランシュはそこにあと一言付け加えるだけでいい。

「私はまだ友人が少なく、スケーヴィング卿にお目通りする機会もなく、相談できる相手もいないのです。どうかこのお話が、卿のお耳に入ることを願っております」

「ええ。真偽の確認をされるかどうかは侯爵のご判断ですけれど、それとなくお耳に入れて差し上げるわ」

　彼女もこのサロンで一定の地位を保っているだけのことはあり、それ相応の賢明さがあった。侯爵家に対し、面と向かって出所の怪しい噂話をするような愚かな真似はしないはずだ。

　そうしてうやむやになるからこそ、噂は人の間を渡って生き延び、目的の人物に確実に届く。

　思惑通り、彼女はブランシュを見逃してくれるようだった。二人の視線が交錯し、水面下で密かに取引が成立する。ブランシュはにこりと微笑んだ。

　その後、ブランシュはそこから退席すると、別のテーブルにも同じように加わり、何度かそれを繰り返した。そうして自然に中を歩き回ったあと、誰にも気づかれずサロンから姿を消した。




　これまでも、ブランシュが自分に持ち込まれた縁談を白紙にするために使ってきた手段は主にこれだった。根拠のない漠然とした悪い噂を流し、それを相手の耳に入れる。真偽のほどが分からなくてもそういった情報を知れば、誰だってリスクは取りたくないと思うはずだ。それに格上の家であればほかにいくらでも相手がいるだろうから、ブランシュは自然と候補から外れることになる。

　そしてその後、実際は根も葉もないその噂はあっという間に消えてしまう。ミッテルラント家は大衆紙に取り上げられるほど有名でもないし、面白みもない。何より噂の元がぼんやりとしすぎているから記事になりようがない。噂話で盛り上がった張本人たちも、日々のゴシップの波に流されて、それ自体を忘れてしまうからだ。サロンである夜一度会っただけの男のことなど、誰も覚えていない。

　簡単で、成果の大きい方法なのだ。

　いつもならこれだけで十分なのだが、ブランシュは、今回は念には念を入れようと思った。スケーヴィング家の目をブランシュから離すため、アイガーの婚約者候補になっているほかの令嬢も調べ上げたのだ。ブランシュの悪い噂を耳にしたタイミングで魅力的な女性との繋がりがあれば、そちらを選ぶ後押しになる。

（あら、候補になりそうな方がこんなに）

　リストを眺めて、ブランシュは人の悪い笑みを浮かべた。

　ブランシュでなくても、聡明で人柄もよいと噂のある令嬢がこんなにいるのだ。これなら大丈夫だろうとほくそ笑んだ。考えにくいが、もしアイガーがブランシュに求婚した理由が純粋に外見が好みだった場合、あるいは従順そうな女性のほうが扱いやすいというのが本音だった場合に備えて、似た令嬢も数人選び上げた。

　そこからは少し骨が折れた。こっそり人を雇って、ある令嬢の家にはスケーヴィング家から差し出された手紙を誤配させた。重要書類の封緘をされたものは難しいが、普段使用人たちがやりとりする手紙の管理はそれほど厳密ではない。令嬢側は喜んでこのチャンスを得ようとするから、あとは勝手に娘を連れてスケーヴィング家を訪問してくれる。

　ほかには、スケーヴィング家の使用人の実家を調べ上げて、懇意にしておくといいですよ、と令嬢側に情報を流してみたりもした。そしてまた夜のサロンに赴き、ブランシュに比べれば彼女のほうがずっとよい、という噂も流した。悪い噂に比べると広まりにくいのが難点だが、それでも、もし伝われば効果は大きい。

　夜、彼女がベッドを抜け出しそれほど活発に動いているとは、両親も夢にも思っていないだろう。メイドのアリーも、ブランシュが幼い頃から主に隠れ食いのためにベッドから頻繁に抜け出していたことを知っているから、少しくらい部屋にいなくても見逃してくれる。朝ちゃんと戻ってさえいれば特に追求すらされないというのが、ミッテルラント家でのブランシュの立ち位置だった。

　やることは多かった。だが、ここまですれば十分だろう。

　およそ一月の間動き続けたブランシュは、達成感で満たされていた。




　この貴族制の国において、侯爵家の跡取りは個人の希望だけで簡単に結婚相手を決めることはできない。リスクのある妻候補は避けるのが賢明であり、もしアイガーの好みが本当に変わっていて本気でブランシュに惚れ込んでいたとしても、現当主が反対すればそれまでだ。

　ブランシュは輿入れの準備に駆け回る家族をよそに、優雅にハーブティーを口に運んでいた。

　あとはいつものように、相手から心底申し訳なさそうに断りの連絡が入るのを待つだけ。

　スケーヴィング家ともなれば断ることには慣れているだろうから、それほど待たされることはないだろう。

　そうしてブランシュは、「どうしてあなたはそんなにのんびりしているの!?」と金切り声を上げるフレイアを横目に、一日待ち、二日待ち、一週間待ち……。

　だが、二週間経っても、連絡は入らなかった。




　日に日に、おかしいという気持ちが募っていった。外から噂を流すのは簡単だが、肝心のスケーヴィング家の中でどういう会話がなされているか探り出すのはほぼ不可能だ。ミッテルラント家とは違い、スケーヴィング家の警備は厚い。やきもきしていたブランシュだったが、そのうちにようやく、アイガーから次の訪問の連絡が入った。

　ブランシュは首を傾げた。

（ご本人が直接お断りをするということかしら？　ご丁寧なことだけれど、手紙でも使者を寄越しても構わないのに。気まずくはないのかしら）

　そう思いはしたが、彼なりの誠意なのかもしれないと考えて、二度目の訪問日を迎えたのだった。




　彼は、白い磁器で出来た美しい宝石箱を手に現れた。金と緑で、精巧に植物が描かれている。

「ブランシュ、会いたかった」

　顔を合わせた瞬間そう言って微笑まれて、ブランシュはまた目を丸くして固まることになった。

「ブランシュ！　いい加減、ちゃんとご挨拶をなさい……！」

　フレイアがそう声を尖らせるのだが、こちらはそれどころではない。アイガーの瞳の中を探るように見つめる。求婚を撤回しなければと焦っているはずなのだ。

「アイガー様、あの……」

「どうしました？」

　彼はまた恭しくブランシュの手の甲に口づけながら微笑んでいる。しかも、以前よりも親密さが増している気がする。

「こちらの首飾りは、あなたの瞳の色を思って作らせました。お気に召すといいのですが」

　宝石箱の蓋が開かれ現れたのは、薄い緑の宝石で作られた首飾りだった。ブランシュの見たことのない、透明感のある緑。周囲の銀の装飾も華美すぎず中央の宝石を引き立たせており、洗練された印象を受ける。

「コーネルピンと呼ばれる宝石だが、この大きさと品質のものはなかなか世に出回らない。だがあなたにはどうしてもこの石を贈りたいと思い、無理を言って作らせたんだ」

　ブランシュは戸惑った。断りの品に、相手の瞳の色をイメージした、ここまで手の込んだものを贈るはずがない。おそるおそる尋ねる。

「アイガー様、あの、何か……私に仰りたいことはございませんか？」

「何を言ってるの!?　まずはお礼を言いなさい！　ブランシュ！」

　フレイアは様子のおかしい娘を必死に取り繕おうとしている。そんな彼女には申し訳ないが、ブランシュはまた彼女を無視した。

「愛している。それ以外に、何か？」

　まっすぐにこちらを見つめそう言い切る麗しい男の言葉に、さすがにブランシュの頬も赤く染まる。熱い瞳から彼の本気が伝わってくるようだ。

　だがそれを振り払うように首を横に振った。

「あの、……アイガー様には、この結婚に対する不安はないのでしょうか。私は決して、お眼鏡に適うような娘ではありませんので」

「ブランシュ!!」

　今度は叫びに近いフレイアの声だ。だがアイガーはブランシュのそんな謙虚さを心底可愛らしいと感じたようで、愛おしそうに目を細める。

「全くありませんよ。私は、自分の目で見たものしか信じないので」

「……！」

　その言葉に、ブランシュは息を呑んだ。

『俺は、自分の目で見たものしか信じない』

　それは、前世で彼がよく言っていた言葉ではなかったか？

　こちらを見るアイガーの視線は熱い。見つめ合う二人は客観的に見れば、完全に二人の世界にいる恋人同士だ。

　だが、ブランシュの頭を占めているのは疑念だった。一見何も疑わしいところのないアイガーの目を見据える。

「あなたには、本当に……」

　――前世の記憶はないのですか？

　つい、そう聞きたくなった。

「本当に……なんですか？」

　彼が微笑んで首を傾ける。ブランシュは目を伏せた。

「いえ……なんでもありません。お気になさらないでください」

　どう考えても不自然なブランシュの言動も、彼は結婚に向けての緊張だと思っているのか、全く気にもしていないようだ。

　ブランシュは考えた。スケーヴィング家は社交界の情報に聡い。自分の流した噂が、アイガー、あるいは彼の両親や祖父の耳に入っていないとは考えにくい。絶対におかしい。

「結婚式は、あなたの希望を全て反映しましょう」

　ブランシュは眉を寄せた。フレイアが喜んでアイガーの言葉に答えているのをよそに、頭を悩ませる。彼が自分にとって安全な存在か確信が持てない。でも、もう手の打ちようがなかった。





*






「ブランシュ。私の愛しい妻。病める時も健やかな時も、君を愛すると誓う」

「わ、私も、誓います」

　ブランシュの努力も虚しく、その二ヶ月後、二人は晴れやかな結婚式を迎えていた。

　二人の門出を、透き通った空、咲き誇る花までもが祝福しているようだ。

　由緒あるオビラント国教会で行われた結婚式は、アイガーと交流のある皇太子夫妻も顔を出し、ここ数年で最も華やかな結婚式だと評された。

　参列した大勢の視線は純粋に結婚を祝福するものばかりではなく、花嫁に対する好奇の視線も含まれていた。誰もが、彼女の浮かべた引きつった笑みは、その歓迎されない雰囲気によるものだと思っていただろう。実際はブランシュにとって、そんなことはどうでもよかった。

　彼女が願っていたのは、この平和が一日でも長く続いていくこと。それだけだった。




　その日の夜、ブランシュはスケーヴィング家の寝室で、夫となったアイガーを待っていた。ブランシュに与えられた部屋は日当たりもよく、白い壁に金糸の織り込まれた上品な花柄のカーテンが映え、彼が心から彼女を歓迎していることが伝わってくる。

　ベッドからは、花から作られた精油の甘い香りがしている。磨き上げられた身体に薄い夜着をまとったブランシュには、閨への不安は全くと言っていいほどなかった。扉がノックされ寝室に彼が入って来た時も、感じていたのは別の緊張だ。

「君と夫婦になれて嬉しいよ、ブランシュ」

　アイガーはそう言った。ベッドに隣り合って腰かけ、見つめ合う。

「私も、嬉しいです、アイガー」

　結婚式での誓いと同じく棒読みになってしまったが、もうここまできたらそう言うしかない。

　ここに至ってしまった今、そして彼への疑惑も捨て切れない中でブランシュができるのは、彼の前世が本当にクレヴァスだったとしても、その記憶が何かの拍子に目覚めないよう祈ることだけだ。円満な夫婦生活を送れれば、それでいい。

　アイガーが恭しくブランシュの顎を持ち上げる。唇が触れるだけの上品なキスをされて、優しくベッドに押し倒された。新妻への配慮ある仕草だ。優しくエスコートしようとしていることが窺える。

　ブランシュは、上から覆い被さるアイガーのキスを再び受け入れようと目を閉じた。だが、いつまで待ってもそれが下りてこない。ブランシュは目を開いた。

「アイガー様……？」

　目の前のアイガーは小刻みに震えている。薄暗いのと逆光で、顔は見えない。

　ブランシュは上半身を起こした。

　泣いている？　そこまで感極まっているのか？

　動揺して彼に手を伸ばそうとしたブランシュは、気づいた。

　違う。彼は泣いているのではない。

「……！」

　咄嗟にベッドの上で距離を取る。

　彼は心底おかしいというように、くっ、くっ、と笑っているではないか。

　あまりに場違いな表情だ。無礼だと怒っても許されるだろう。でもアイガーはそれを隠そうとする様子もなく、細めた目でこちらを見下ろしている。

　これまでブランシュに見せていたのとは全く異なる、不敵な表情だ。

「アイガー、様……？」

「本当に、気づかなかったのか？」

「え？」

「『スノーフレーク』、お前にしては迂闊だったな」

　その言葉が耳に届いた途端、ブランシュはベッドから飛び下り、次の瞬間には彼のほうを向いて身構えていた。

「ドレスの下に持っているのは毒針か？　いったいどこで手に入れたのやら」

　普通の令嬢であればあり得ない動きに、アイガーは動揺することもなく肩を揺らしている。

「馬鹿だな。とぼければいいものを」

「……っ」

　ブランシュはまた息を呑んだ。

「少しなまってるんじゃないか？　動きは悪くないようだが、ぬるま湯の生活で警戒心が鈍ったか」

「な、な、なんのこと」

「今さら遅い」

　彼は笑みを浮かべてはいるが、ぴしゃりと言い切った言葉は鋭い。

　ブランシュは顔を歪めた。この男の言う通りだ。こんなあからさまな反応をしてしまって、今さらごまかしは利かないだろう。

　アイガーはブランシュの反応を楽しむかのようにこちらを眺めている。

　ブランシュは下唇を噛んだ。この表情を見れば、いくら外見が違えども別人であるはずがないと気づくだろうに。なぜ自分の直感を信じなかったのかと悔やんでも悔やみきれない。だが最大に迂闊だったのは、今さっき、前世のコードネームを呼ばれただけで反応してしまったことだ。彼の言う通り、自分は平和ボケしてしまっている。

「こっちへ来い」

　男はひらひらと手を振る。だが、近づけるはずがない。

「どうした？　どうせお前は逃げることもできないのだから大人しくしていればいい。俺はお前を殺すつもりはない。断罪するつもりもな」

　信じられない。ブランシュは警戒の構えのまま、アイガーから視線を外さずにいた。

　彼はそんな彼女を見て苦笑する。

「そんなふうに、一晩中ずっと警戒しているつもりか？」

　彼が首を傾ける。その仕草も、今思えば全てが前世の彼のままだ。なんて小憎らしいのだろう。

　彼はリラックスしていて、こちらに襲いかかってくる様子はない。ブランシュは次の手を迷った。

「お前も分かっているだろうが、もう戦争が日常だったあの頃とは違う。俺だって、この世界で平和に生きたいと思っているんだ」

　アイガーは、毛を逆立てた猫を説得するように穏やかに言う。そして、何か面白いことを思い出したようにくすりと笑った。

「そういえば、この縁談を白紙にしようと頑張っていたようだが、残念だったな」

「……！」

　ブランシュは目を見開いた。まさか、そこまでバレているとは。

「あ、あなた、どこまで記憶が……？」

「クレヴァスとしての記憶は、全て」

　ブランシュはくらりとなった。

（なんてこと……）

　この男はブランシュが裏で行っていたことも全て把握しながら、ずっと面白がっていたのだ。きっと、噂がスケーヴィング卿の耳に入らないよう、彼が手を回していたに違いない。

　歯がみしたい気持ちだが、呼吸を整え尋ねた。

「あなたこそ、どうして黙っていなかったの？」

「あまりに油断しているお前の顔を見ていたら、我慢できなくなった」

　少年のような笑顔で言うアイガーに息が止まる。

「な……っ」

　一瞬それに目を奪われたとは認めたくない。わけが分からないと顔をしかめた。

「一応、お前に贈ったあの宝石にも意味を込めたんだがな。『見る角度を変えると、魔法のように違う色に見える』ことで有名な石なんだ。お前の過去を揶揄したつもりだったんだが、その様子だと、贈ってから箱を開けてもいないんだろう」

「～～……っ」

　ブランシュは悔しさに奥歯を噛みしめた。指摘された通り、一度も見ていない。そんなヒントを与えられていたとは……。自分があまりに迂闊だったとまた思い知らされる。

「もう一度言うが、お前は今さら逃げられないし」

　勝ち誇った男の顔を睨み返す。

「離縁したとして、お前に再婚は難しいだろう。そうなれば、ミッテルラント家はこの国の爵位の世襲制に則り、血の繋がりもない遠縁の男を跡継ぎにするしかなくなる。お前は最悪あの家を追い出されるか、そうでなくとも、今のように悠々とした生活はできなくなるだろうな」

　目の前の男が悪魔に見える。ブランシュは強がって、ふんと鼻を鳴らした。

「だから、何が仰りたいのです」

「このまま大人しく俺の妻として生きたほうが賢いということだ」

　ブランシュの眉間の皺が深くなる。

　この男の狙いはいったい何だ。ブランシュの監視か？　利用か？

　だが、全てこの男の言う通りだ。もうここまで来てしまってはそうするしかない。

　アイガーはブランシュのその表情の変化に目聡く気づいた。

「合意だな。では、初夜としようか」

「え……っ!?」

　今、彼はなんと言った？　この流れで？

　未だ戦闘状態のブランシュに、アイガーは微笑みかけている。

「す、するのですか？」

「当たり前だ」

（当たり前だ!?）

　アイガーはブランシュに手を差し伸べてくる。

　いやいや、全くもって当たり前ではない。ブランシュは一歩後ろに下がった。

　そして、だが、と考える。たしかに、この世で彼がブランシュに罰を与える理由はない。彼や侯爵家に被害を与えたわけでもないし、前世でもブランシュのほうが先に死んでしまったから、今さら復讐というのも考えにくい。

　この男と身体を重ねるのは初めてではないし、行為の最中に何か本音が見えれば、そこで対処をすればいい。

　長すぎる時間をかけて、ブランシュはおそるおそるその手を取った。

　だが、彼は動かない。

「どうした、の……？」

　ブランシュがそう尋ねたのは、アイガーが自分の手に置かれた彼女の手をじっと見ていたからだ。彼は小さく溜め息を落として、それを包み込んだ。

　どこかしんみりとした様子に思えたが、確かめようと思った時には、彼の表情は元の不敵な笑みに戻ってしまっていた。

「これは、いいのですか？」

　隠し持っていたのは彼が指摘した通り毒針だ。それを取り出して見せると、彼は興味がなさそうに言った。

「かまわん。不満があればいつでも使えばいい」

　ブランシュは眉を寄せた。私がこれを使わないと確信を持っているのだろうか。

　侮られていることは不満だったが、どこか肩透かしを食らった気持ちになって、素直にそれをサイドテーブルに置いた。

　彼の隣にかけると、優しいキスがこめかみに落とされた。前世で十分に慣れているはずなのに、むずがゆさを覚えてしまう。そして、やはり彼が何か仕掛けてくるのではないかという怖さもある。

「どうした。今さらだろう」

　先ほどより粗雑に顎を持ち上げられて、そんなふうに挑発される。初夜で妻に言う言葉ではないが、彼とブランシュに至っては間違ってはいない。

　どちらからともなく唇と重ね、舌を絡ませる。どうしても警戒心が拭い去れなくて身体に力が入っていたが、男の仕草は優しく、敵意はない。

　この身体ではこれからする行為は初めてだが、ブランシュにとっては慣れ親しんだ動きだ。濃厚に舌を絡め返すと、アイガーはうっとりと息を吐いた。

「そんなうぶな外見でこんなキスをしたら、普通の男は腰を抜かすぞ」

「あなたでなければ、こんなキスはしません」

　彼は目を細める。嬉しそうにも、どこか妖艶にも見える表情にどきりとする。

「慣れているといっても、身体は処女か？」

「ええ。お手柔らかに」

　アイガーはブランシュの夜着に指をかけると、はらりと肩から落とした。

「美しい」

「……どうも」

　なんとも、照れくさい。

　アイガーの熱い視線がブランシュの身体を辿る。そして反応を見逃したくないというように、再びブランシュの顔に戻ってくる。

　ブランシュは思い出していた。この男と身体を重ねるのは、あまり好きではなかった。まるで貪るような責め方で、イってもイっても離してもらえないのだ。

　そのキリのない快楽を思い出して、お腹の奥が疼く。

　そんなこちらの内心を知ってか知らずか、アイガーはブランシュをベッドに横たえ、その上に覆い被さった。

「お前は、ここをしつこくいじられるのが好きだっただろう」

　彼は服の胸元を咥えると、それを器用に広げた。中からふくよかな双丘が現れる。

「……っ」

　ブランシュはいやらしい光景から顔を背けた。

　普通なら、初夜でこんなエロティックな服の脱がせ方などしない。半ば呆れながら、跳ねる鼓動に気づかないふりをする。そして、次の瞬間。

「んんん……っ」

　胸の突起を舌でべろりと舐め上げられ、鼻にかかった声が出た。ふ、とアイガーが笑いを落としたかと思うと、今度は大きな口に含んで、舌で蹂躙し始めた。

「ああんっ」

　つい甘い声を出してしまった口を自分の手で塞ぐ。じわりと足の間が湿り気を帯び、そこをすり合わせた。

（まずい……）

　ますます、記憶が鮮明になってきた。

　姿形は違えども、やはりこの男はクレヴァスだ。前世共にしたベッドの上で、乱暴なのに官能を引き起こすこの男の性技を前に、なかなか隙を見つけられず困ったものだ。それに、今も変わらない人を見透かすようなこの目で見られると、なぜか身体が熱くなってしまう。

　お腹にキスをされ、下半身を覆っていた服も脱がされる。

　つうっと指で腿を辿られて、もう逃げ場もないからと溜め息をついて足を開いた。そこにどろりとした熱い視線を注がれている。

「十分、濡れているようだが」

「……っ」

　笑う男からまた顔を背けシーツを握りしめる。次にやってくる刺激が分かっていたからだ。

「んんっ、ん～～……っ」

　ぴちゃ、と音がして、唇で割れ目を覆われた。そして、くちゅり、くちゅり、と咀嚼するような音が鳴る。

　堪らない。

「ああっ、ちょっ、と……っ」

　相変わらずねちっこい愛撫だ。感じるところに気づかれたくない。だがこちらを観察する目がそれを許してくれない。

（そうだった、この、男……っ）

　彼はこうやって、ブランシュが好きな場所をすぐに見つけてしまうのだ。そしてその後は、満足するまでそこを貪られる。ブランシュは逃れようと身体を捻らせたが、力で押さえつけられてしまった。

「く、ぅ……っ」

　枕で顔を隠し快楽に耐えようとしたが、それもすぐに奪われてしまう。

「せっかくの初夜なんだ。全部見せろ」

「……っ」

　下唇を噛んで、潤んだ目で睨み付ける。彼はにやりと笑うと、口の周りを濡らした愛液をべろりと舐め取った。そうして、今度は耳元に顔を近づけて囁いてくる。

「やらしいな、尻まで垂れてるぞ」

「うぅ……っ」

　自分でも感じすぎていると分かっていた。淫らに煽る言葉に応えるように、蜜穴がひくひくと震えてしまう。アイガーがまたうっとりとした溜め息を吐いた。

「まったく、こんないやらしい身体でよく今まで耐えられたものだ」

　卑しめる言葉も、もはや興奮を煽るだけだ。ブランシュは、くぅん、とねだるような声を出してしまった。とうとう割れ目に指が伸びてくる。

「あ……っ」

　ねちゃ、ねちゃ、と陰核に愛液を塗り込むようにされる。経験のない身体を気遣ってくれているのか、その指使いは優しい。

「ん……っ、んッ」

　くちゅっ、くちゅっ、と鳴る音に耳を塞ぎたくなる。時折手のひらで円を描くように突起を刺激されて、ブランシュは堪らず背を反らせた。

「ああ……ッ」

「……挿れるぞ」

　アイガーの声は掠れている。ブランシュが短い息を繰り返し吐いて返事もできない中、太い指がぬかるみに埋め込まれた。

「うああん……っ」

　迎え入れるように腰が浮いた。濡れそぼったそこは、処女とは思えないほど滑らかにアイガーの指を吸い込んでいく。何も快楽を得ていないはずなのに、彼が低く呻いた。

「う……」

「ああっ、ああ、く……っ」

　ブランシュは首を横に振りながら喘いだ。前世とは違い異物感は強いが、ぐちゅっ、ぐちゅっ、と感じる所を的確に刺激されて、身体が快楽を拾う。

「前世でも、明らかに何か企んでいるお前を快楽に染めるのが大好きだったよ」

「……っ」

　いやらしい物言いに、ぞくぞくとした感覚が背筋を這っていく。

　彼を睨み付けようと目を開くと、欲情に追い立てられながら、加虐的な笑みを浮かべる顔がそこにあった。

「その顔、侯爵家の跡取りにはふさわしくないですわ……っ」

　組み敷いている女に生意気を言われているはずだが、アイガーは笑顔のままだ。だがその目がさらに狂暴なものになる。

「生涯お前しか見ないものだ。問題ない」

「……っ」

　こんな状況なのにまるで盛大な愛の告白をされたように感じてしまって、心臓がきゅうっとなる。

　ささくれ立った男の指を締め付けてしまったようで、アイガーがまた眉を寄せ苦しそうに呻いた。

「可愛い反応はやめてくれないか」

　彼はそう呟くと、二本に増やした指でまたブランシュを責め始めた。

「ん……っ、あッ」

　処女の身体には当然限界がある。だが、ブランシュは頭では女の身体の使い方を知っている。力を抜いたのが分かったのか、優しい笑みがこちらを向いた。

「上手だ」

　キッと彼を睨み上げる。身体は違えども、ブランシュには前世娼婦であるという一種のプライドがある。本当の処女のように扱われるのは好みではない。

　だが、ブランシュの強がりは長くは続かなかった。しつこく感じる所を刺激されて、もう声も出せなくなる。

「……っ、……ッ」

　強引に高みへ押し上げられていくのを感じながら、拳を口に当てて声にならない声を上げた。ぐちゅぐちゅという音は先ほどとは比較にならないほど激しい。ここまで丹念にほぐされると堪らない。

「あああ……ッ」

　ブランシュを甘い痺れが襲い、全身を陶酔感が包み込んだ。

　指での愛撫で達してしまったのだ。

「ん……っ、あ……」

　この身体で初めて感じる絶頂に、身体を震わせて耐える。

　上から「ああ」と、掠れた声が落ちてきた。

　ブランシュは、呆けたままそちらを見上げて後悔した。予想以上に恍惚とした表情の獣がこちらを見下ろしている。その熱すぎる視線に当てられて、ぞくぞくと快楽が背筋を這っていった。

　それから逃げるように視線を下ろし、ブランシュは息を呑んだ。彼の手は、グロテスクな雄を夜着から出し、こちらに見せつけるようにゆっくりとしごいている。

　そんな仕草は初夜にふさわしくない。だがブランシュはそのいやらしい動きに、ごくりと唾を飲み込んだ。

「いやらしいな、そんな目で見て」

「どっちが……、ああっ」

　男は歪めた笑みを浮かべ、固い屹立でぐちゅり、ぐちゅり、と濡れた穴の周りをこねる。

　ごりごりとしたその固さが彼の興奮を伝えてくる。それに触発され、ブランシュはつい腰を揺らめかせた。

「挿れるぞ」

　掠れた声をからかう余裕はブランシュにもない。

　ブランシュは頷いた。

「んんん……っ」

　彼が腰を進めてくる。ブランシュは雄の圧迫感に呻いた。

　丁寧にほぐされてよく濡れているとはいっても、やはり痛い。どうしても避けられないその痛みに眉を寄せて、深く呼吸を繰り返した。

「う」

　アイガーが呻く。ブランシュの中はぎゅうぎゅうと彼のものを締め付けていて、彼からすれば堪らないのだろう。

「……すまないな」

　申し訳なさそうな言葉に、顔を歪めながらもブランシュは笑みを浮かべた。彼はもっと威圧的な態度をとってもいい立場なのに、やけに紳士的だとおかしくなったのだ。

　アイガーはこちらを見て、なぜか切なそうに顔を歪める。

　彼は時たま腰を震わせながら、動きたいという衝動に耐えているようだ。

　しばらくそうしていると、やはり異物感はあるが、先ほどよりはマシになってきた。アイガーがうっとりと息を吐く。

「……よすぎる」

「……っ」

　困り切った顔で色気たっぷりにそう言われて、中がきゅんと反応してしまった。

　アイガーがまた呻き、そして「すまない」と断りを入れると、腰を微かに動かし始めた。

　激しい抽送ではないので痛みは感じない。だが、奥をこん、こん、と突くその動きに合わせて声が出てしまう。

「あっ、あんっ」

　咄嗟に口を塞いだ。アイガーはブランシュに覆い被さるとその手をどかせて、耳元で囁く。

「聞かせてくれ、どんな下品な声でもな」

　おそらくこれは、アイガーが高まるための動きではないだろう。ブランシュを快楽に導くことを優先したその刺激に触発されて、奥からどんどん愛液が溢れ出てきてしまう。

「ああっ、やぁ……っ、あ……ッ」

　アイガーの動きが、奥に打ちつけるようなピストンに変わっていく。ぐちゅぐちゅという水音が激しくなる。快楽の波が一気に押し寄せ、先ほど覚えたものよりも強い刺激がブランシュを襲った。

「ああああ……っ」

　ブランシュは背を反らせて叫んだ。

　びくびくと身体を痙攣させる。アイガーがまた苦しそうに呻いた。

　容赦なく追い打ちをかけられるかと思っていたが、彼はそうはしなかった。動きを止めてくれたおかげで、うっとりと快楽に浸る。

「イケて何よりだ」

　不敵に笑う男を睨み返すことまでできた。

「お、余裕が出てきたな」

「ちょっ……」

　だが、すぐにそれに気づかれてしまう。

「ああっ、あっ、まだぁ……っ」

　絶頂の余韻がまだ濃いのにごんごん奥を責められて、ブランシュの口から蕩けた喘ぎ声が出た。一度絶頂を知った身体は、容易に快楽を拾ってしまう。続けざまに達してしまい、歯を食いしばった。

「く……う……っ」

　シーツを握りしめ怒濤の刺激に耐えながら、ブランシュは思い出していた。

　前世でもこの男はこうだった。こんなに男根を固く猛らせ今にも欲を吐き出しそうなのに、彼はブランシュを何度もイかせるまで許してくれないのだ。

「だめぇっ、それだめっ、またイっちゃうぅ……っ」

　また高みに押し上げられていく。お腹の奥に気持ちよさが押し寄せ、今にも爆発しそうになる。

　だが、その時。

　アイガーは、ぴた、と動きを止めてしまった。

「ああ……っ!?」

　彼は獣のように唸りながら耐えている。快楽を拾おうとしてつい動いてしまった腰を、男の手が止めた。

「なん、で……っ」

「なぁ、ブランシュ、教えてくれ。お前の今の――主あるじは誰だ」

「え……っ!?」

　蕩ける頭ではっとなる。アイガーの表情には、熱に浮かされた中にもどこか冷静さが混じっている。ブランシュは慌てて首を振った。

「なにも、ないわ……っ、本当に、ただ前世の記憶があるだけ……で……っ」

　ぶちゅっ、ぐちゅっ、とまたピストンが再開され、声にならない叫びを上げる。

「まさか。お前ほどの人間が？　今度の雇い主は誰だ。あの国とも繋がっているのか？」

「あれから……っ、どれだけ経ったと思ってるの……!?　そんなはず……っ、あああ……っ」

　ずるりと屹立を抜かれたかと思うと、ブランシュは身体をひっくり返された。四つん這いの姿勢になったところに、また固いものがずぶずぶと埋め込まれる。

「だめぇっ、これだめぇ」

　初夜から行っていい体位ではない。なのに、ばちゅん、ばちゅん、と激しく腰が打ち付けられると、声が止まらない。

「あああああ……っ」

　刺激が強すぎる。快楽のあまり上半身がベッドに崩れ落ちた。激しすぎて叫び声以外出せない。

「お前が忠誠を誓う相手に、俺は、ずっと嫉妬していた」

「……っ!?」

　アイガーの言っている意味が分からない。首を振るしかないブランシュを、彼は追い立て続ける。

「いつまで耐えられるだろうな」

「ひぃん……っ」

　ずちゅんっ、と一層大きく奥を抉られて、ブランシュの目の前を火花が散った。

　そうだ。かつてこの男に差し向けられたスパイの女たちが、次々と陥落させられていたのを忘れていた。そんなことをやっと思い出しながら、ブランシュは意識を手放したのだった。







■平穏を勝ち取りたい








　くたくただ。

　翌朝、ブランシュの身体はバキバキだった。

　それもそのはず。前世とは違い、生まれてからずっとちやほやとお世話をされて生きてきて、身体を鍛えてなどいないのだ。

　初夜の翌朝ということでゆっくり寝させてやろうという配慮なのか、メイドが起こしにくる様子はない。ブランシュはきしむ身体を持ち上げた。いつの間にか身体は清められ、衣服も整えられているようだ。

　ブランシュは頭を抱えた。

（どうして自分の直感を信じなかったの……？）

　なぜ警戒を緩めてしまったのだろう。自分の感覚は正しかったのに。

　だが、それを信じたところでどうしようもなかったのも事実だ。アイガーがブランシュの存在に気づいた時点で、勝負はついていた。

　ひとまず昨夜の彼の言葉を信じるなら、彼はすぐにブランシュを断罪するつもりはないようだ。なぜかアイガーはこのまま夫婦生活を続けることを望んでいる。ただ、気になることが一つ。

（あの人、また私がスパイとして生きていると思っているの……？）

　あれからどれくらい時間が経ったと思っているのだろう。かつて敵国のスパイだった人間を信用できないのは当然だろうが、後ろ暗いところはないのだから誤解は早々に解きたい。アイガーから逃れられないと分かった今、疑われたままでは気も休まらないし、あんなふうに毎夜責められては身体がもたない。

　何か手を打ちたい。ブランシュは顎に手を置いて考え込んだ。




　当初想像していた通り、アイガーは領地運営に忙しいようだった。

　オビラントは薬草文化の国だ。それは初夜の精油や、薬草を使った飲料を嗜む生活文化にも表れている。かつてこの国には、薬草が隣国ルカ・バラからの輸入に依存していることを問題視し、自国での生産を強化しようとした王がいたらしい。今では各領地にその成果が現れており、主食となる小麦や芋類だけでなく特色のある薬草を育てる風潮がある。

　スケーヴィング領はハーブティーの材料となるアンジェリカを生産しており、耕作放棄地も積極的に活用しているようだった。

　アイガーは毎日のように領地を飛び回り、少しでも時間が空けば王都へも顔を出し、家に戻らないことも多い。

　一週間に一度。メイドの話では以前はそれすらもままならないようだったが、結婚後、彼はその頻度で必ず家に帰ってくるようになった。

（やはり彼は、私の監視を目的に結婚したのかしら？）

　彼の行動の変化からはそう思える。

　だが誤解を解きたくても、彼と落ち着いて話せるのはベッドの上のみという状況だ。しかも、その時間がまた問題だった。




「今日はこれを試してみよう」

「……聞きたくありませんが、それはなんですか？」

「木綿糸を織り、それを煮て作った柔らかい布を手袋状にしたものだ」

　アイガーはブランシュを背中から抱え込み、サイドテーブルから美しいガラス容器を手に取ると、その手袋の上に透明な液体をとろりと垂らした。

「そうじゃ、なくて……っ、それで、何を……っ」

　そう言っている間に足を開かれ、彼の両足でがっちりと拘束される。下着を履いていない割れ目が露わになった。何をされるのかうっすらと分かっていたから、ブランシュは両足をぷるぷると震わせた。

「だいぶ刺激に慣れてきたようだからな。ここを、もっと育てようかと」

「必要ありま、せん……っ、ああっ」

　まずは裸のほうの左手で、透明な液体を女陰全体に塗り込まれた。

「媚薬成分は入っていない潤滑油だ。安心しろ」

「何を安心しろと、ぉ……っ」

　粘着音を立てながら、円を描くように刺激される。アイガーは嫌がりながらも喘ぐブランシュに満足そうな様子を見せ、次に手袋をつけたほうの手を伸ばした。

「だめぇ……！　あああああ……っ」

　ブランシュは口をぽかりと開けて叫んだ。手のひらで、ぐりゅん、ぐりゅん、と陰核を皮ごとしごかれているのだ。刺激が強すぎる。

「だめ、これだめえええ」

「いい反応だな」

　つま先をぴんと伸ばしびくびくさせて達すると、アイガーは欲情をたたえた目でこちらを見下ろしている。すでに背中に固いものが当たっており、彼だって興奮しているはずなのに、絶望的な言葉を落としてくる。

「これで、おかしくなるまでしごいてもいいが」

　ブランシュは涙を零し、はぁっ、はぁっ、と口から荒い息を吐いていた。

　信じられない。こんなもの前世にはなかった。これでおかしくなるまで？　気が狂ってしまう。こんなもの、拷問とどう違うというのか。

「ほんとうに、なにも、隠してることなんてないのぉ……！」

　アイガーがまた刺激を開始する。押し寄せて来る狂暴な快楽に腰が逃げそうになるのに、後ろのアイガーがそれを許さない。

「なにもないの、ゆるしてえええぇ」

　ブランシュの頭が真っ白に弾けていく。意識が戻ってくると、いつの間にか自分がうつ伏せにされていることに気づいた。

「んああああぁ」

　感度が極限まで高められ、愛液と潤滑油でどろどろになったそこに、じゅぷう、と音を立てながら屹立が挿入される。体重をかけて、ずんっ、ずんっ、と奥を責められ始めた。

「だめ……っ、だめっ、だめッ、～～……っ」

「お……っ、と」

　ブランシュが達したのに合わせて中が締まってしまい、アイガーが苦しげな笑みを浮かべながらぶるりと震えた。射精の衝動に耐えたようだ。

「ああっ、だめっ、まだ、イっ、て……っ」

「気をしっかり保てよ。さっきみたいにさっさと意識を飛ばすな」

　なんという言い様だ。加減をしているのかもしれないが、大きなストロークに叫ぶことしかできない。喉が嗄れてしまう。

「前世でも、お前は、達したあとが一番、堕ちそうだったからな……っ」

「あ、はぁ……ッ」

　長い男根をぎりぎりまで引き抜かれ、それを一気に奥に打ち付けられる。その追い込むような動きには容赦がない。ブランシュの口から出るのはほぼ濁った息音のみとなっていた。

「おいおい……っ、ちゃんと、答えてくれよ」

「んあ……っ」

　からかうように笑い、だが彼は腰の動きを止めない。じゅぷん、じゅぷん、という卑猥な音が響き、ブランシュの身体はベッドの上で何度も跳ねた。

（そう、だっ、た……っ、この男の抱き方は、いつも、こんな……っ）

　絶頂が続き声も出せないのに、ずんずんと奥を突く動きは止まらない。

「お前は、ルカ・バラと、繋がりは、あるのか？」

「ないっ、な、い……！　んひぃ……っ」

　奥まで埋め込んだまま腰を前後にごりごりと動かされ、目の前がチカチカする。

「い、く……っ、またイくぅ……」

　ずるるる、と引き抜かれた屹立が、エラの張った亀頭で膣壁をえぐっていく。

「……ちいい……っ」

「ん？　なんだ？」

「気持ちいいぃぃ」

　とうとう雌猫のように高い声で喘いだブランシュに、アイガーは低く呻いてから笑いを落とした。

「おいおい、気持ちよくなってるだけじゃだめだろう」

「ゆるしてぇ……っ」

「淑女とは思えないな」

　じわぁっと足の間が温かくなった感覚がする。潮を吹いてしまったのだ。呆れたように言葉を落とされたが、もう羞恥を感じる余裕もなかった。ブランシュの頭の中は、白く弾けていった。




　そうして、目が覚めるとアイガーがいない。

　週一度とはいえそのような快楽の拷問が繰り返されたある日、とうとうブランシュは爆発した。

「アイガー様！　少しお時間をいただけますでしょうか!?」

　こんなに激しい夜の生活が続くなんて耐えられない。このままではいけないと決意したブランシュは、その次の週、また夜遅くに帰宅するやいなやベッド潜り込んできたアイガーを押し退けた。

「このまま話せ」

　首筋に唇をつけてくる彼をバシバシと叩く。

「できるわけがないでしょう……っ！　聞いてください！　私は今は前世のようなスパイはしておりません！　ただの子爵家に生まれた娘です！」

　口での愛撫を止めずに、男はこちらに視線を向けた。

「では、今夜も理性を飛ばしてみようか。ここをしごかれるお前の悲鳴は堪らんからな」

「……っ、アイガー！」

　さすがにブランシュの声も険しくなり、彼の名を呼び捨てにした。彼の目がぱちりと瞬く。

「監視が目的なのかもしれないですが、そもそもそんなに疑っている相手なら、妻に迎えたりすべきではないですわ！」

「今度は逃がすわけにはいかなかったからな」

「え？」

　低い声で囁かれた言葉はよく聞こえない。

「ん……っ」

　アイガーが胸元に顔を潜り込ませてくる。ブランシュは、与えられ始めた甘い刺激につい声を漏らしてしまった。毎回身体をどろどろに溶かされて、最後には意識を飛ばすような快楽ばかり教え込まれているから、この身体の感度もどんどん上がってきていて困る。アイガーはブランシュの反応に満足げだが、こちらは堪ったものではない。

　流されるわけにはいかないと、再びその身体をべりっと引き剥がした。

「では、私も領地を回る際に連れていってください！」

　その言葉に、アイガーは一瞬、きょとんという表情を見せた。

　普通の令嬢ならあり得ない発言だ。睨み上げるブランシュに対して、アイガーは不敵に微笑む。

「何を企んでる」

「ほらまたそうやって……。何も企んでなどいません。こうしてほとんど夜しか会わないからそんなふうに疑いの気持ちを抱くんです。私には後ろ暗いところなどない。あなたと行動を共にしたほうが、それを分かってもらえると思います」

　アイガーはそうだろうか、というように首を傾ける。

「そもそも悪事を働きたいなら、私でしたらあなたの目の届かないうちにいくらでもできますわ。そもそもあなた、私への疑いを口実に楽しんでいるだけではないのですか？」

　つんと顎を上げて言った言葉に、アイガーは目を丸くする。そして、くっ、くっ、と嬉しそうに笑った。

「素晴らしい自信だな」

　少年のような笑顔を向けられて、ついどきりとしてしまう。

「いいだろう」

　そう言って彼は目を細めた。

「たしかに、監視も兼ねることができるしな。いい案だ」

　ブランシュは、む、と眉を寄せた。まだそのような口を叩くのか。でも目的は達成できたので、それ以上は言わないことにした。

　のんびりと過ごしたいのはやまやまだが、ブランシュが欲しいのは平穏な日々だ。ちゃんと信頼を勝ち得て、心からリラックスできる生活を送りたい。

　そうしてブランシュは、次の機会からアイガーの領地巡りに同行することになったのだった。







■領地巡り








　スケーヴィング領はおよそ三分の二が農作地、残りは隣国から続く街道周辺にできた市場や宿場町で成り立っている。街道と交わる形で船の通れる河川が流れていることも、この領地が栄えている理由の一つだ。アイガーは農作地の確認をはじめとして、市場や河川の様子も見に、頻繁に領地内に顔を出しているようだった。普通の侯爵家のお坊ちゃまならわざわざこの頻度で査察したりはしない。もう少し他貴族との交流に時間を割くものだ。だが彼は前世の記憶があるからこそ、自分の目で領民の生活を確認しようとしているようだった。

　アイガーはその日、領地北東部へブランシュを連れていった。今二人の目の前には青々とした小麦畑が広がっている。ブランシュの隣で、アイガーが説明を始めた。

「知っているだろうが、この国の主食は小麦だ。寒冷期に入るこの時期から育て、収穫は来年の湿潤期になる。夏に米の栽培も始めてみたんだが、あまり上手くいかなくてな」

「土地が痩せすぎてしまうのでしょうか」

「その通りだ。ここの土地では、より肥料を工夫して地力を高めなければ、二毛作は難しい」

　小麦の海を揺らす風が吹き、ブランシュは帽子を押さえた。

「なるほど。それでハーブなのですか？」

　アイガーは頷く。

「それもある。始めたのが早かったため国内での販路を確保できたが、今後それだけに頼り過ぎるわけにいかないという課題もある」

　そう言った彼が、ちらりとこちらを見た気配がする。

　微笑ましいものを見るような視線に、ブランシュは眉を寄せた。

「なんですか？」

「さすがに、話が早い」

　彼は目を細めて、嬉しそうに彼女を褒める。ブランシュはふんと鼻を鳴らした。

「当たり前です」

　見くびってもらっては困る。

　ブランシュは机上の勉強は苦手だが、人の生活に伴う知識は身につけている。衣食住に代表される人の営みについては、考えなくても自然と頭が情報収集をする。前世から彼女の得意とするところだ。

「ミッテルラントも、こういったことができるといいのですけれど」

「領民の説得は骨が折れるからな。一度儲けが還元されれば納得してくれるが、ここでも最初に改革しようとした時は苦労した。デトレフ殿はそういったことが得意な方ではないだろうしな」

　辛辣な言葉に苦笑が浮かぶ。

「だが、この縁談もあったのだし、スケーヴィング産のハーブ販路は共有できるだろう。彼に話をしておこう」

「ありがとうございます」

　つい、ほっとしてしまう。顔に出ていたのだろう。アイガーがからかうように言った。

「一応、生家への愛情はあるようだな」

「私をなんだと思っていらっしゃるの」

　呆れた声が出たが、アイガーのほうを見ると、日の光に照らされた彼が言葉に反した優しい目でこちらを見つめているので驚いた。本当に賞賛されているのだろうか。

　いや、彼はブランシュを疑っているのだ。喜ぶのはまだ尚早だろうと前に視線を戻す。

　この同行の目的は、誤解を解いて身の危険を取り除くことだ。それを忘れてはならない。オビラント、そしてこの領地に貢献したいという気持ちを伝えなければ。そう思い、ブランシュは再び口を開いた。

「たしか、南のアルブレスという国で最近、新しい印刷技術が開発されたとか」

「ほう、よく知っているな」

　二人は畑の周辺を歩きながら、真剣な表情で言葉を交わす。

「この国でも将来その技術が使えるのなら、次の作物の候補にされてもいいかもしれませんわね」

「亜麻、ケナフに……サトウキビもあるな」

「あるいは、木材ですね。育つのに時間がかかるので、遠い未来への投資になりますが……」

「木か……」

　スケーヴィング、ミッテルラントともに領地に広大な森林はない。だが、アイガーは何か思いついたようだった。

「オビラント北部の森林地帯の権利がどうなっていたかもう一度確認する必要があるな。陛下に進言しよう」

　軽快に交わす会話が心地いい。ブランシュは、この男との会話がこれほど有意義なものになるとは予想していなかった。彼は夢物語で領地を運営しようともしていないし、領主が誰からも好かれるものではないと理解している。一国の騎士の長を務めていただけのことはある。

「あなたも含め、スケーヴィング卿に対する悪い噂はあまり聞きませんね」

　ブランシュはふとそう尋ねた。

　遠くに、農家の周囲を駆け回る子どもたちが見える。

　以前サロンに足を運んだ時もそうだった。改革を押し進めようとすれば反感も買いそうなものだが、不満の声はほとんど耳にしない。厳しい処罰が行われているかと思えばそうでもなさそうだし、不思議に思っていたのだ。

「全くないわけではない。だが、徴収した税は灌漑設備や治水に使っているから、ある程度は納得してくれているのだろう。それに、教育に力を入れていることも大きいかもしれないな」

「教育、ですか」

「子どもたちの教育については、無償で読み書きを教える施設の拡充を進めている」

「なるほど」

　そこまでできる領主はなかなかいないだろう。

「それで領民の心を掴んでいらっしゃるのですね」

「綺麗な手段だけではないが」

　納得しかけたところにそう続けるので、ブランシュは首を傾けた。

「領民に配る教書に、他領の実情をわざと書かせている」

「他領の？」

　ブランシュはぱちりと目を瞬かせた。

「視野が狭くなると当たり前のことに感謝もされなくなる。だが、それが得難いものだと知れば反応は変わってくるだろう。他領の実情……そうだな、たとえばヘリザフ領では、税を納めさせるために子どもの労働を推進している」

「よくない傾向ですわね」

「そんなふうに、まだ前時代的なものを踏襲している地域は多くある。その情報をあえて流させてもらっている。自領の運営がどの水準にあるのか正しく知って評価してもらわないとな。心理を誘導していると言われればそれまでだが、この領地はそれによって若い世代の流入が多く、結果的に数年単位で税収の伸びを見せている」

　アイガー自身もそれが綺麗なやり方でないことは理解しているという、引き締まった表情だった。だが、次にその顔が、いたずらっ子のような笑顔に変わる。

「お前のやり方と一緒だ」

　そう言われて顔が熱くなる。ブランシュが縁談を白紙にするために行ったことを揶揄されているのだ。

「意地悪を仰るのですね」

「何を言っている。褒めているんだ。お前はよき師でもある」

　その言葉に、今度こそ頬が赤く染まった。

「決してこの領地だけがよくなればいいと思っているわけではない。最終的には国全体によりよい方法が広がり、標準の底上げになればいいと思っている」

　ブランシュは、そう語るアイガーの横顔から目が離せなかった。




「疲れただろう」

　スケーヴィング家は、王都と接する北東に別宅を構えており、今日はそこに泊まるようだった。

　別宅に到着し部屋に入ると、アイガーはそう言ってブランシュを労った。スケーヴィングの屋敷ほど広くはないが、小さくても管理の行き届いた部屋はブランシュの心をリラックスさせてくれる。

「今日はどうだった？」

　アイガーは慈しむような顔でそう尋ねてきた。今日彼に見惚れてしまったブランシュにとって、その顔は心臓に悪い。

「とても……有意義でしたわ」

「俺も楽しかったよ」

　そう言うと、ベッドにかけるブランシュのこめかみに優しくキスを落とす。この触れ合いから何かが始まるのではないか。そう思い心臓が跳ねた。だが。

「では、ゆっくり休め」

「えっ」

「ん？」

　つい出てしまった戸惑いの声に口を塞ぐ。まるでこちらが何かを期待しているようではないか。だが、アイガーはそれを見逃してはくれなかったようだ。

「こんな所でまでと思ったんだが……」

　そう言ってにやりと笑い、彼が近づいてくる。それを見上げて鼓動が速いリズムを刻む。

　男の目に、狂暴な光が宿った。

「そう期待されては、応えるしかないな」

「だめです！　さすがにここでは声が……っ」

　屋敷に比べると、ここは部屋数も少なく、一緒に同行している使用人に丸聞こえになってしまう。アイガーは可笑しそうに笑った。

「気にするのはそこか？」

　アイガーはブランシュを壁のほうを向いて立たせると、つうっと背中を指で辿る。そして、耳元で囁いた。

「では今日は趣向を変えて、性急に交わってしまおうか」

「えっ？　あ……っ」

　言葉の意味を図りかねている間にスカートのリボンを解かれ、それがはらりと床に落ちる。臀部が露わになり、慣れているはずなのに、頬がかっと熱を持った。アイガーが床に膝をつく。

「ちょっと……!?　ああ……ッ」

　尻たぶを開かれて、そこに息のかかる気配がし、ブランシュは慌ててもがいた。

「もう少し尻を突き出せ」

「なにを言って……っ」

　抵抗しようとするが、自分でも、すでに身体が期待に疼いていることには気づいていた。

　直後、そこに顔を突っ込まれる。

「あああん……っ」

　濡れ始めていた割れ目にアイガーの唇が触れた。

「やあっ、あん……っ」

「こら、声を抑えるんじゃないのか」

　ふ、と彼が笑う息でも感じてしまう。自分の手で口を押さえ、与えられる刺激とぺちゃぺちゃといういやらしい音に耐えた。

　ブランシュはもう受け入れるしかないと、アイガーの言う通りに尻を突き出していた。

　その姿を見て、彼がうっとりと溜め息を吐く。

「いやらしいな」

　掠れた声でそう言うと、立ち上がりベルトを外す。カチャカチャという音がブランシュの期待を煽り、蜜口がひくりと動いた。

「……っ」

　取り出した屹立をぐちゅりぐちゅりと擦りつけられて、ブランシュの足がびくびくと震える。こんなの性急過ぎて、まるで獣みたいだ。だが、もう何度も快楽の責めを受け続けた身体は、簡単にアイガーのものを受け入れようとしてしまう。

「く、うう……っ」

　男根が奥までずぶずぶと埋め込まれた。

　ブランシュは快楽に震えた。立ったまま、ほとんど衣服も着た状態で繋がってしまった。

　性急にという言葉通り、アイガーはすぐに律動を始める。

「んっ、んぁっ、あっ」

　口を塞ぐ余裕などなく、ブランシュは壁に手をついてその激しい責めに耐えた。あまりの快感に、溢れ出た愛液が腿を伝っていく。

　同行することで彼の目の届く範囲にいるのだから、快楽の檻からも逃れられたはずだったのだ。だが、ブランシュはもう彼の与えるこの刺激から逃れられない。それを思い知らされる。

「きもち、いいっ、きもちいい……っ」

　ごんっ、ごんっ、ごんっ、と奥を抉る固いもの。ブランシュの声に触発されてか、その動きが一層激しくなる。

「んはあああぁ」

　ブランシュは口を大きく開けて喘いだ。後ろからアイガーがくすりと笑いを落とす。

「ずいぶんよさそう、だな……っ」

　ブランシュの上半身が崩れ落ち、膝ががくがくと震える。アイガーはブランシュの腰を支えてはくれたが、逃れるのは許さないというようにがっしりと掴んでいる。ずっちゅ、ずっちゅ、と卑猥な音を立て、乱暴なピストンが繰り返される。

「もう、だめぇ……っ」

　一番感じるところを執拗に突かれ続け、ブランシュは絶頂の気配に叫んだ。

　アイガーが呻くような声を出す。

「俺も、イ、く……っ」

　ブランシュが達すると同時に、アイガーが奥に欲望を吐き出した。

「ああっ、あ、はあ」

　中でびくびくと跳ねる感覚が堪らない。足に力が入らない。

　一滴残らず出そうというように中で最後までしごかれ、ずるんっ、と雄が抜かれると、ブランシュは膝から崩れ落ちてしまった。

「大丈夫か」

　身体を持ち上げられて、そのままベッドに横たえられる。ブランシュは自分の足の間を拭くアイガーを潤んだ目で見上げた。先ほどまでの激しい交わりの余韻がまだ消えない。

　見下ろすアイガーの、切なく歪めた顔に胸がきゅんとなる。

「そんな目で見るな。屋敷に帰ったら、またおかしくなるまで犯してやるから」

　受け入れてはいけない発言なのに、それを待ちわびるようにお腹の奥が疼いてしまう。それが分かったのか、アイガーも苦しげな笑みを見せて、ブランシュの唇に優しくキスをした。

（どう、して……っ）

　快楽に溺れさせ、ブランシュを堕とそうとしているのではなかったか。監視のために結婚したのではなかったのか。

「アイガー……」

　手を伸ばすと、それを頬に当てて、アイガーはうっとりと息を吐いた。

「ブランシュ、愛してる……」

　そう言って抱きしめられた。ブランシュは戸惑いながらも、温かい腕の中で眠りについた。




　領地を一緒に巡り共に過ごす時間が増えたことで、ブランシュは、アイガーからの疑いを晴らすという当初の目的に確実に近づいていると感じていた。

　彼がこちらを見る目が明らかに変わったのだ。ブランシュに意見を求めるその真剣な瞳には時に信頼が見えるし、これまでのようにアイガーが一人で外出する時も、心なしか帰宅した後の営みが穏やかに感じる。

　ただ、それだけではなかった。ブランシュも想定していなかった思わぬ成果。二人の間に、どこか、甘く温かい空気が流れ始めたのだ。

　ブランシュは、その意図していなかった変化に戸惑った。

　彼の、自分を害するつもりはないという言葉を信じ切るには早い。だが彼を知れば知るほど、領民を思いやり、彼らの生活をよりよくしようと力を尽くす姿には尊敬の気持ちを抱く。

（さすがだわ……）

　この領地を平穏に保てているのは、跡継ぎであるアイガーが細やかな目配りをしているからなのだろう。

　ブランシュの心は動かされた。




　ブランシュの中には間違いなく、自分は彼とともに歩む夫婦なのだという意識が芽生え始めていた。

（彼のほうがそう思っているかは分からないけれど……）

　浮かれてはいけないと思っても、二人でこの領地を、そしてこの国をよりよくしていくという新たな使命に心が高ぶってしまうのも確かだ。

　屋敷に戻ると、査察で知った領地についての情報を振り返るのがブランシュの日課になっていった。

（さすがに頭がパンパンだわ。各地で見てきたものを整理しないと……）

　一人残される時間も、暇があれば地図を広げ自分なりの考察を書き留める姿を、メイドも使用人たちも微笑ましい目で見ている。

「アイガー様があれほど熱心に求婚されたのも納得ですわ」

　はじめはブランシュを探る気配を見せていた使用人たちも、そんなふうに喜ぶ。今やスケーヴィング家の中には、間違いなく彼女の居場所が出来つつあった。

　そしてそれは、アイガーも例外ではないようだった。

「ブランシュ、お前の目から見て、領地について気づいたことがあれば教えてくれないか？」

　ある時彼がそう言ったので、ブランシュは心底驚いた。それに。

　――期待に応えたい。

　頼ってもらえて、嬉しい。その気持ちで胸が熱くなる。

　自分のそんな変化にも驚かされることになった。

　そうして、二人で宿場町近くを歩いていた時だ。

「アイガー様」

　声を潜めて、ブランシュは囁く。

「少し、気になることが」

「なんだ」

　顔を寄せたアイガーとの距離が近く、跳ねた心臓に気づかない振りをして続ける。

「あの、若い女性。あちらにいる方も。キラキラとした美しい瞳だけれど、少し瞳孔の様子が気になるの。かつて若い女性の間で、『目を美しく輝かせる魔法の目薬』が流行したことがあって……私の懸念が正しければ、毒草のベラドンナかもしれない。使い続ければ当然、身体に不調をきたすわ」

「なんだと……！」

　アイガーは驚いた顔でそちらを見て、見逃していた自分を恥じるように眉間を揉んだ。

「美しくありたいという願いは、いつの時代も変わらないわね」

　仕方ないという様子で眉を下げるブランシュに、アイガーは頭を下げた。

「ありがとう、気がつかなかった。くそ、こんな重要なことを見逃すなんて」

「異性の文化にも精通しようというのは無理がありますわ」

「お前に同行してもらって本当によかった。これからも忌憚なく教えて欲しい」

「……！　ええ、もちろんよ」

　真摯な感謝の言葉に、ブランシュの胸は熱く沸き立った。アイガーからの信用が間違いなく深まっている。思惑通りだからというだけではない。頼りにされて、嬉しい。

（何かしら、この気持ち）

　ブランシュは胸に手を当てた。

（この人と、こうしてこの世界で、温かい関係が築いていけるかもしれない……）

　心に芽生えたのは、そんな思いだった。




　そうして、二月ほどが経ったある日のことだった。

　その頃には、使用人を同行させる前提でだが、ブランシュには一人での査察も許されるようになっていた。この国で妻にそのようなことを許す夫はアイガーくらいだろう。

　その日彼女が訪れたのは川沿いの市場だ。この時期優先度の高い農作地への査察は先日アイガーとともに終えているのだが、そこで採れた収穫物が市場に運び込まれるのを見たいと、ブランシュのほうから彼に相談したのだった。一度彼と足を運んだことのある場所でもあり、人目も多く危険も少ないからということで、彼の許可は下りた。

　アイガーが来れば彼の外見も相まって目立つし、人々は彼の視線を意識する。それはブランシュが来ても同じだが、ブランシュは、できれば領民のリアルな姿を見たいと思っていた。

　結果、ブランシュのとった手段は、領民に馴染む姿――農夫の姿をすることだった。

　屋敷を出る時にその姿を見せると、アイガーは驚き、そしておかしそうに笑った。その無邪気な笑顔を思い出し頬が緩む。

「前よりも届く荷がかなり多いわね」

「はい。各地の作物に加え、この時期、他領からの搬入も多いもので」

「川の氾濫もない時期だから、皆こぞってこのタイミングに持ち込むのね」

「仰る通りです」

　真剣な表情で頷くブランシュを、スケーヴィング家の付き人はにこやかに、だが観察は怠らない目で見ている。見守る一方で監視を兼ねているようだ。

　やはり、完全に信頼されているわけではないようだ。

　一抹の寂しさは感じるが、仕方ない。

　小さく苦笑を浮かべ、再び視線を前に向けた時だった。

　ブランシュの胸に違和感が過った。今、何かが見えなかっただろうか。

　もう一度辺りを見渡す。そして、気づいた。

「……っ」

　それは、荷馬車から下ろされたばかりの木箱の一つだった。それに目が吸い寄せられる。

　どこにでもいるような農夫が運ぶ、使い古されて暗い茶色になった普通の木箱だ。だがブランシュの目にはそうは映らなかった。厳密にはその木箱に押された焼き印が、彼女に見逃せるものではなかったのだ。

（どうして、あれが……！）

　彼女の直感を裏付けるように、ほかの荷はそれぞれ店に仕分けられていく様子があるのに、その一箱だけが市場の裏の寂れた倉庫の中に運び込まれていった。ここまで注視していなければ、誰も気づかないであろう場所に。

　――双頭の、カラス……。

　ブランシュは、前世の記憶を思い返していた。

　それは、木箱の側面に焼き付けられた、人の手のひらほどの黒い鳥のマークだ。

　普通の人間が見ればなんの違和感もなく見逃してしまう小さな焼き印だが、ブランシュにとっては違う。今は時代も変わったはずなのに、それを見るだけで昔のしがらみが足に絡みついてくるような感覚を抱く。

「どうかされましたか？」

「い、いいえ……」

　顔を青くして表情を強ばらせたブランシュを、彼は心配そうに見ている。

　だが、口にするにしても屋敷に帰ってからのほうがいい。そう彼女の本能が告げていた。

　ブランシュは帰りの馬車でも顎に手を置き、考え込んでいた。




「アイガー、少しいいかしら」

「どうした」

　次の日。王都から戻り寝室に入ってきたアイガーが腰を下ろすやいなや、ブランシュは真剣な表情を彼に向けた。その差し迫った雰囲気に、アイガーもそれまでのリラックスした表情を一変させる。

「このマーク、あなたはご存じですか」

「これは……カラス、か？　いや、心当たりはない。頭が二つとは不気味だな」

　それを描いた紙を差し出すと、彼は訝しげに首を傾けた。

　ブランシュはここまでに覚悟を固めていたつもりだったが、それでも彼に話すかどうか少しためらい、それから口を開いた。

「これは、ルカ・バラが特殊な輸出品を運ぶ際に使用するマークです。このマークをビランサの市場で見かけました」

　アイガーが目を見開く。ブランシュはその反応を確認して続けた。

「過去には、これは、違法薬物――麻薬を運ぶ時につけていた目印でした」

　アイガーの視線が再びそのマークに落ちる。

「まさか。百年前だろう？」

　信じられないという声色だ。

「私も、まさかと思っています」

　ブランシュはそう言って目を伏せた。彼女自身が、誰よりも気のせいであることを願っているのだ。

　普通の鳥のマークならまだしも、双頭のカラスをほかで見かけることなどない。聞いたところによると、遠い東の国に伝わる予言の鳥なのだそうだ。

　誤って箱だけが市場に流れることも、その焼き印が真似されることも考えにくい。それほど厳密に管理された荷だからだ。

　そもそもこれが使われていたのは百年近くも前のこと。今も同じものが使い続けられているなんて、普通なら考えられない。長期間このような秘密の印を使えば、少しずつ情報が広がり意味がなくなってしまうからだ。それは、あの国にとっても危険なことのはず。そのような迂闊な真似をするとは考えにくい。

　ブランシュはこの世界に生まれ落ちてから、何度もルカ・バラのことを調べていた。そして抱いた感想は、かの国は表面上は進化を見せているが、どうも根底に走る文化は変わっていないのではないか、というものだった。それは、記録に残る大臣の発言だとか、他国に協力するそぶりをして実際はどうも煮え切らない姿勢だとか、そういったところにも表れているように思える。どこかまだ過去の繁栄にしがみついているような、戦争ばかりのあの時代に戻りたいと願っているような、そんな気配を感じるのだ。

　だからこそ、このマークは見逃せないと思った。もしかするとルカ・バラの栄光の復活を願う集団が、再びこれをシンボルとして使い始めたのではないか。ブランシュのような特殊な人間でなければ、絶対に気がつくことのないそれを。

　アイガーはブランシュのその説明を、最後まで静かに、そして険しい顔で聞いていた。

「アイガー、お願い。もしこれが本物だったら、なんらかの危険なものが運び込まれている可能性も考えられる。国中に広がってしまったあとでは取り返しがつかないわ。どうか、調査をしていただけないかしら」

　アイガーは黙った。だがブランシュには、きっと彼なら、という気持ちがあった。

　こんな夢物語のような話にも真摯に答えてくれる。そんな期待が。

　だが。

「できない」

　アイガーの口から出た言葉に目を見開く。

「……っ、どうして」

　驚きに言葉が詰まる。縋るような声になったブランシュに、アイガーは冷酷に告げた。

「お前はこれまで数ヶ月、俺の信用を勝ち得てきた。今のところ疑わしいところはない。だが、俺の知るお前なら、このタイミングで手を打ってくるはずだ」

「……っ」

　ブランシュは目を見開いた。

　血が凍るかと思うほどの衝撃。

　硬直するブランシュの表情を見て一瞬動きを止めたアイガーだったが、口角を上げ、酷薄な笑顔を見せる。

「お前は演技も上手い。その反応は、信用する根拠にはならない」

「どうして、そんな……」

　ブランシュの顔から血の気が引いていった。動けない。

　固まるブランシュに、アイガーの瞳が揺れる。彼の中にも迷いが見える。

　だがそれでも、彼はブランシュの望まない結論を出した。

「もう少し現実的な進言なら検討した。だが、今回のお前の言う筋立ては、あまりに突飛すぎる。何か危険な罠の可能性もある」

　その言葉に、ブランシュは静かに目を閉じた。芽生えかけていた温かな感情を凍らせるために。

　――自分が、間違っていた。

「どうした……何かほかに、言うことは」

「何も、ございません」

　再び目を開いたブランシュは、もうこれまでの彼女ではなく、まるで感情を消した人形のようになっていた。

　夫婦の絆が芽生え始めているのではないかと、この人の信用を勝ち得たいなどと、いらぬことを考えてしまっていた。今さら、そんなことできるはずがなかったのに。

「ブランシュ」

「おやすみなさいませ」

　何か言いたげなアイガーだったが、背を向けたブランシュに対して、彼はそれ以上言葉をかけてはこなかった。




「いってらっしゃいませ」

　翌朝、いつもの通り外出するアイガーを見送るため、ブランシュは屋敷の玄関にいた。

　そう言って頭を下げるが、アイガーは立ち去る様子を見せない。

「……そういう態度をとれば、人が、歩み寄るとでも……」

　彼は絞り出すように言って、そこで言葉を止めた。凪のように静かな視線を返すだけのブランシュに、どこか焦りを含んだ目を向ける。

　彼は忌々しそうに舌打ちをした。顔を歪め、何かに葛藤するような、苦しそうな表情になる。

　ブランシュは、どうして彼がそんなに傷ついた顔をするのだろうかと思った。アイガーの行動は、よく考えれば最初から一貫している。ブランシュの存在に気づいたあの瞬間から、この国に害になる可能性があると警戒し、手元で監視するために妻に迎えた。

　だから、彼がそんな顔をする必要はないはずだ。

「俺が不在の間に、一人で動くなよ」

　背中を向けたアイガーは、吐き捨てるようにそう言った。

　それに対し黙って頭を下げる。

　最後にこちらに視線を向けたアイガーの眉間の皺は深く、ブランシュが何か言ってくれないかと縋るようだった。だが、それが分かっていて、彼女は何も言わなかった。歩み寄る気持ちには、なれない。

　出立の時間はやってきた。そうして、彼の乗る馬車は動き出し、やがて小さくなっていった。




　私らしくなかった。ブランシュはそう反省していた。

　相手に期待をしてがっかりするなんて、時間も気持ちも無駄だ。そんなことに心を割く必要はない。

　ブランシュが次に目を開いた時、そこには、何かを決意した瞳があった。







■いなくなった妻








　アイガー・スケーヴィングは、まだ爵位も継いでおらず、侯爵の息子という立場でしかないが、軍役、領地経営の成果から現オビラント国王にも目をかけられている。それゆえ王都にやってきた時には、王宮の執務室の一つを使用することが特別に許可されていた。机と椅子が置かれているだけの飾り気のない部屋だが、短期間滞在するには十分だ。机上に置かれた書類に目を通しながら、アイガーは隣に立つ銀髪の側近に声をかけた。

「ノア、彼女はちゃんと屋敷にいるか？　確認してくれ」

「……またですか？　朝の報告はもう入ったじゃないですか。心配されすぎですよ」

　アイガーは彼の答えを聞き眉間を揉んだ。

「心配しすぎでも足りない。あの女がいつ逃げ出すか」

「あの女って……仮にも奥様にそんな言い方……。少し喧嘩したくらいでしょう？　そんなに心配するくらいなら、さっさと謝ればいいではないですか」

　そう簡単にいく問題ではない。アイガーは眉間の皺を深くし、腕を組んで唸った。

　乳母子であるノアとは物心つく前からの付き合いだが、アイガーとブランシュに前世の記憶があるという話はしていない。当事者でなければ信じろというのが無理な話だし、そんな突拍子もないことを言って気が触れていると思われ、これまで築いてきた信頼関係が崩れても困るからだ。

　アイガーは焦る気持ちを抑え、国王へ提出予定の書類に集中しようとした。だが、心は別のところにある。

　――あのまま彼女を信じるべきだったか。せめて、信じたふりだけでもすべきだったか。

　だが彼がそうするには、前世の記憶があまりに鮮明だった。彼女を信用したいという気持ちはある。だが、クレヴァスとしての記憶が警戒を怠ってはいけないと言う。だからああいう態度を取るしかなかった。

　そして彼女が見せた、あの傷ついた顔。

　胸が苦しくなり、アイガーは首を振った。

（あの女は、演技も上手い。ああいう顔に左右されないほうがいい）

　前世でもそうだった。スパイであることには気づいたものの、彼女の本心が見抜けたことは一度だってない。

　だが、そうは思いながら、この数ヶ月彼女と過ごしてきた幸せな日々を思い返した。彼女は心からアイガーの、そしてこのオビラントの力になりたいと考えているように見えた。

　あれがもし、彼女の本音だったら？

（信用してもらえたと、喜んでいたのに）

　嬉しそうだった笑顔が、あの瞬間から消えてしまった。同じ人間とは思えない温度のない表情を残して。

　ざわりと胸が騒ぐ。背筋を冷たいものが這っていく。

　――もし自分が、間違ってしまっていたら。

　その時だった。

　慌ただしくドアがノックされる。ノアの「どうぞ」という返事に対して、男が転がり込むように入ってくる。

「なんだ」

　訝しげに眉を寄せる二人の前で、青白い顔をし、脂汗をかいた男が声を絞り出した。

「お、奥様が」

「妻が、なんだ……！」

「実家に向かわれる途中、行方が分からなくなったとのことです！」

　その瞬間、ひゅ、とアイガーの喉が音を立てた。




『そちらの国の情報を売れば、この戦が終わった際、お前の生活を保障してやろう』

　アイガーは前世、牢屋に捕らえた彼女に向けて、柵越しにそう言ったことを思い出した。

　アイガー――前世クレヴァスの率いた部隊は、戦記二四六年、山岳の地形と、それをものともしない兵士たちの強靱な身体能力を生かし、ルカ・バラの軍勢を圧倒しつつあった。

　その中で敵国の彼女が命じられたのは、娼婦として部隊に入り込み、外からは壊せないクレヴァスの部隊を混乱させ、中から崩壊させることだ。

　クレヴァスは彼女をはじめに目にした時、その生気のなさそうな様子に、国境付近の孤児がそのまま娼婦になったのだろうと推測した。飛び抜けて美人ではないが庇護欲をそそる可愛らしい顔つきで、寝所に招き入れる兵士は多い。そして一度彼女と寝た者は、繰り返し彼女を指名しているようだった。

　だが、そこに特に違和感があったわけではない。クレヴァスが彼女を不審に思ったのは直感に近いもので、言うならば彼女の「視線の動き」だった。

　彼女はいかにも娼婦らしく、有望そうな兵士の愛人の座を狙っているように見えた。見目麗しい男に目を奪われていることもあれば、ちらちらと食糧を物欲しそうに見ている時もある。そのどれもが、ほかの娼婦に馴染むよう計算された動きだった。なんの違和感もない、集団に馴染み切ろうとする行動。それが逆に、クレヴァスの本能を警戒させた。

　そして、彼女と二人きりになった時、クレヴァスは確信することになる。

　彼はその時、右足を密かに負傷していた。大きな怪我ではないが皆の不安を煽りたくはないと、仲間にも隠していた。

　彼女の視線は、絶対にその右足に向くことがなかったのだ。あまりにも不自然なほどに。

　それに気づいた時、クレヴァスはぞくりとなった。彼女が、何か目的があって自分の部隊に入り込んでいることを確信した瞬間だった。

　それ以外は、彼女はスパイとして完璧といえた。おどおどとした仕草、優しく声をかけられると緩む表情。計算し尽くされたその行動は、残念ながらその時にはもうクレヴァスをより警戒させるだけだったが、恐れと同時に、彼女の隠密としての能力に舌を巻いた。

　クレヴァスはそんな彼女と身体を重ねた夜、おそらくこれまで彼女がされたことのないほど奉仕をし、快楽で責め立てた。彼女が、戸惑いを浮かべた潤んだ目でこちらを見ながらもうやめてと叫んで達してしまった時、抱いたことのない感情が湧き起こった。

　謎めいて魅力的で、なのにこんなに気持ちよさそうに、いやらしく絶頂して。

　その夜クレヴァスは、彼女を自分のものにしたいという気持ちでおかしくなるかと思った。彼女が何度達しても離さず、文字通り抱き潰した。

　――決して、そんな感情を抱いてはいけない相手だったのに。

　その後、一度は彼女を捕らえたが、戦況はもう覆らないということもあって、クレヴァスは独断で彼女を逃がした。




　そうしてまた、彼女はアイガーの元から逃げた。

　現実に思考を戻したアイガーは立ち上がった。

「探しに行く」

　自分の顔から血の気が引いているのが分かる。ノアは慌てて首を振った。

「何を言ってるんです！　このあとは陛下に拝謁賜るんですよ。奥様のことは家の者に任せておいてください」

「緊急事態だ。そんなものに出ている場合ではない」

　ノアは外套を羽織り扉に向かおうとするアイガーに駆け寄る。

「そんなもの!?　ただの妻の家出のほうが重要だと言うのですか？」

「ただの……」

　ただの家出ではない。ただの妻ではないからだ。

　どう説明しようと、ノアにそれを理解させることは不可能だ。だが、彼女は本気になれば、身一つでこの世界に放り出されても生きることができる。彼女が知っているのはこの国だけではないし、ルカ・バラか、あるいは別の国か。アイガーの見つけられない、どこか遠くに行ってしまう可能性もある。

　――そうしたら、今度こそ、もう二度と会えない。

　アイガーは顔をくしゃりと歪めた。

　ノアは眉を寄せ、どう声をかけるべきか迷っているようだ。彼はもともとブランシュとの結婚に反対していたし、強引に話を進めるアイガーに戸惑ってもいた。彼女の聡明さを目にして一時はアイガーの見る目は正しかったと納得していたようだが、このようにアイガーが乱されていることをよくは思わないだろう。

　矜持をわずかに取り戻したアイガーは、細く息を吐いた。

　ノアの言う通りだ。落ち着くべきだ。彼が動揺するようなことは、現時点では何も起きていない。

「どうやっていなくなったか、詳細を聞かせてくれ」

　男は、動揺をやっと抑えているという様子のアイガーに怯えながらも答えた。

「実家に帰ると仰って……。家の者はみなアイガー様との……ぎくしゃくとされたご様子を知っていたものですから、それも仕方ないと馬車を出したのです」

　アイガーの目に鋭い光が混じる。申し訳ありません、と頭を下ろす彼の鼻から汗がしたたり落ちた。

「それで？」

「途中、物音がしたようだと御者が馬車を止めて確認したところ、すでに奥様はいなくなっておられました」

「走っている馬車から自分で下りたというのか!?」

　アイガーだけでなく、ノアも目を丸くする。

「状況的に、そうとしか考えられないとのことでした。通ってきた道をくまなく探しましたが奥様は見当たらず、屋敷を出る際に身につけておられた衣類は全て馬車の中にあって、おそらく今は、何か別のお召し物を身につけておられるのではないか、と」

「～～……っ」

　アイガーは再び頭を抱えた。呆然としているノアは、報告の内容に驚きを隠せないようだ。

　当然だろう。普通令嬢は、馬車から飛び下りることも、使用人を蒔いて逃亡することもない。

　アイガーへの当てつけに家出をしたというよりは、計画的な、目的のある行動に思える。

「いなくなったのは、どこだ」

「ビランサの街道に入ったところです」

　眉間を揉む。先日の、双頭のカラスの焼き印の件を探ろうとしているのだろう。彼女がここまでするほどの差し迫った状況だということだ。

「……分かった」

　アイガーは、吹っ切れた様子で顔を上げた。

「ジェイスとアラゴラを向かわせろ。決してスケーヴィング家の使いとはバレないようにブランシュを探せ。ただし、見つけても接触はするな」

「な……！」

　ノアは信じられないという顔でアイガーを見た。

「は、はい！　そのように！」

　男は弾かれたように部屋を出て行く。それと同時に、ノアがアイガーに詰め寄った。

「わざわざあの二人を……!?　しかも接触するなって、わけが分からない。説明してください！」

　アイガーが指名した二人は、スケーヴィング領お抱えの隠密上がりの民兵だ。本来、妻一人の捜索に向かわせる者たちではない。

　アイガーは淡々と答えた。

「他国から密輸された違法薬物を摘発することになるかもしれない。すでにその国の手の者も、領地に潜り込んでいる可能性が高い」

「そ、そんなの、本当なら国際問題ですよ！　いったいどこの国だというのです！」

「ルカ・バラだ」

「ルカ……!?　まさか!!」

　ありえない話の連続に、ノアは信じられないと首を横に振る。

　彼が受け入れられないのも無理はない。ルカ・バラは過去には後ろ暗い手を多く使ってきた国だが、それも彼らが生まれるずいぶん前の話。今ではオビラントとの交易もあり、関係性も穏やかだ。これが事実なら、国交の前提を覆す大問題となる。本来一領主が気づいて、解決しようとする問題ではない。

　だが、唖然とするノアの前で、アイガーは着実に話を進めようとしている。

「陛下への謁見の報告書類を修正する。手伝え」

「今さら無理です……！　いったい、奥様と何の関係があると言うのですか！」

　あなたはおかしくなってしまったのか、とその目が言っている。アイガーは彼を落ち着けるように、ゆっくりと話した。

「彼女は、問題の荷を見逃さぬよう、先に現地に潜り込んだ可能性がある」

「はぁっ!?」

　ノアはもう丁寧な言葉遣いをどこかに置いてきてしまったようだ。よっぽどの事態でなければ、彼はこうはならない。

「まさか！　どこぞのスパイじゃあるまいし！　あり得ない！」

「ノア」

　アイガーは静かな湖面のような瞳でノアを見返した。

「突拍子もない話だと思う。だが、俺を信じて欲しい」

　ノアはぐっと詰まる。そこに畳みかける。

「もし俺がこの賭けに負けた時には、お前にも家の者にも、必ずいい雇い先を紹介すると誓う」

「そんなことはどうでもいいんです！」

　スケーヴィング家に親の代から恩のあるノアは、待遇や名誉だけが目的でここにいるわけではないのだろう。自分をそう見られて不愉快だという表情に、このような状況下だがアイガーは嬉しくなった。

「もし今動かず、その薬物が領地に、あるいはスケーヴィング領から国内にばらまかれてみろ。起きるのは、想像もできない悪夢だ」

　真剣に、一言一言言い聞かせる。

「俺は、彼女に賭けたい。もしお前がこれまでの俺を認めてくれるなら、お前は俺に賭けてくれ」

「そんな、無茶な……！」

　ノアは最後の葛藤をしたようだが、そこまで言うアイガーの姿にとうとう「ああもう！」と声を上げた。

「お家潰しになんてならないでしょうね……！　頼みますよ！」

　アイガーは彼の手を握った。感謝で目が潤む。

「ありがとう。後悔はさせないと誓う」

　アイガーの決意に染まる言葉に、ノアは天井を仰いで諦めたように息を吐くと、ようやく「分かりました」と返したのだった。




　一度目に彼女を逃がした時、クレヴァスの胸には、敵の尻尾を逃した負い目とともに、彼女に二度と会えないという喪失感と虚しさがあった。

　だが、前世、彼女に会ったのはそれが最後ではない。

　二度目に会ったのは偶然。

　戦況は変わり、ルカ・バラが一部の領地をオビラントに明け渡す形になったあとだ。

　ルカ・バラの民はもともとの住まいでの居住は認められたものの、そこから出ることはまだ許されず、厳重な監視がついていた。

　なのに、クレヴァスが彼女を見つけたのは、彼女がいるはずのないオビラントの王都だった。

「よお、スノーフレーク」

　その名前に振り返った彼女は、相手が誰だか分かるやいなや駆け出した。だが、クレヴァスがその首根っこを掴むほうが早かった。

「ち、ちがう……っ、これはちゃんと、合法的に……っ！」

　酒場の看板娘だという出で立ちで街に馴染む彼女に、クレヴァスはうんざりとした視線を向けた。

「そんなわけがない」

「～～……っ」

　彼女は悔しそうに涙ぐむ。一度逃がしてくれたという安心感からか、前回とは違い、表情がコロコロと変わり面白い。

「お前たちは領地から出られないはずだ」

「そう、なの!?」

「今さら驚いた振りをするな」

　彼女はチッと舌打ちをする。忌々しそうな表情に、こちらのほうが素に近いのだろうか、と笑いが漏れた。予想以上に優しい顔をしていたのだろう、彼女はそれをきょとんとした目で見たあと頬を染め、気まずそうに目を逸らせた。

「お前、俺のところで働くか？」

　戦況が落ち着いたという安心感からか、つい、そんな言葉が漏れた。彼女が敵だと分かっていたのに、どうしても自分のそばに置いておきたかった。

「まさか」

　彼女はまた、どこか妖艶な笑みを見せる。その表情にすらぞくぞくさせられた。

　彼女に惹かれる気持ちを、もう否定できなかった。

　何度も彼女の働く酒場に会いに行き、団長は彼女に首ったけだと噂になった。監視にもなると自分に言い訳をして、彼女と会える日々を楽しんだ。

　そして彼女の目にも、こちらへの親しみと、そして迷いが浮かんでいるように見えた。

　だが、そんな日々は突然終わりを迎えることになる。

　彼女が祖国を捨てることはなく、ある日突然いなくなったと聞かされた直後、彼の耳に衝撃的な連絡が入った。

　ルカ・バラの捕虜が、蜂起をしたというのだ。

　――クレヴァスは罪を犯した。

　彼女を野放しにしてはいけなかった。自分の恋情に流された結果、そのせいで死んだ仲間もいる。

　そうして全てが終わったあと。彼女を見つけたのは、制圧された暴徒の躯の中だった。

　オビラントの制圧隊は、むやみに殺傷は行わない。彼女は、投石の打ち所が悪かっただけで死んでしまった。

　眠るように、本当に白い花のように生気を失ってしまったその顔を忘れはしない。

　もう、目を開けることはない。もう彼女に騙されることはない。

　彼女を信じたことを後悔したばかりだったのに、二度と彼女の目が自分を見つめないことに、クレヴァスは絶望した。







■潜入する妻








「今日から私、実家に帰らせていただきますわ」

　ブランシュは使用人とメイドに向けて、決意を固めた表情でそう言った。誰から見ても、夫への不満が爆発した妻の顔のはずだ。偽りはないので演技をする必要もない。

　距離を縮めていたはずの夫婦の間に突然寒々とした空気が流れるようになったことに、屋敷の者たちは当然気づいていた。彼らはブランシュを無理に止めることはせず、家を出るのに協力してくれた。

　馬車に乗ったブランシュは、そうして、揺れる馬車の中で身体のバランスを崩すことなく着替え、スピードが落ちるタイミングを見計らい、まるで軽く階段でも下りるかのように地面に降り立った。

　一瞬走り去る馬車の背中に寂しげな視線を向けたが、姿が見えなくなると、その目はもう次の目的を見据えていた。




「うわっ、おまえ、きったねぇなぁ」

「め、し……」

「うるせぇ！　ねえって言ってるだろう！　おらっ、さっさといけっ！」

　市場の裏手。人と食べ物が集まる賑やかな場所には、必然的に、スリや窃盗で生計を立てる者たちも集まる。倉庫で荷の見張りをしていた男は、薄汚いぼろをまとった小柄な人間をしっ、しっ、と追い払った。

　『彼女』は慌ててそこを走り去ると、男が追いかけてこないことを確認してふうと息を吐いた。フードの下、汚れた肌の間に見える目は、新緑の色をしていた。




　ブランシュは、食べ物目当てに流れ着いた浮浪者の一人に変装し、この近辺に潜むことにしたのだった。

　見張りの男にもそう思わせることに成功しただろうか。

　どさりと家の軒下に腰を下ろし、誰にも追い払われないことを確認する。深く被ったぼろの下から、目的のものを確認した。ここなら、あの荷を一日中監視できる。

　――変装は、徹底して行わなければならない。

　女であると、絶対に知られてはならない。また男であっても、顔が綺麗だとか、身体が細いとか白いとか、そういうことに気づかれてはいけない。ブランシュは自分の身を守るために、できるだけ汚れて見えるように工夫をして、肌を見せないように徹底していた。

　周囲には、ブランシュと同じような姿をした者が数人うろうろとしている。

　こういった者たちをゼロにすることは難しい。警備を厳重にしてここを追い出してしまうのは簡単だが、そうすると、彼らはより重い犯罪に手を染めなければ生きていけなくなる。領主としては、根本から領民の生活を豊かにするしかないのだ。

　ブランシュは服の下に隠した、小麦の粉を練って固めたものを口にした。アイガーとの話し合いが決裂した時すぐに屋敷を出て行動を起こさなかったのは、軽くて持ち運びできるこの食糧を準備するためでもあった。一日時間を使ってしまったがやむを得ない。

　そうしてぼんやりと行きゆく人に目を遣りながら、また胸に広がる、怒りとも悲しみともつかない気持ちを反芻していた。

　ここまでの数ヶ月、アイガーとは信頼関係ができつつあると思っていた。だが、そう思っていたのはブランシュだけだった。

　前世で自分がしたことを思えば信じてもらえないのは仕方がないし、自分が期待をしたのが悪かったと一度は思ったが、それでは、どうすればよかったのだろうか。

　心から力になりたいという気持ちは、どうすれば伝わるのだろう。

　ブランシュは、前世、彼と交わした会話を思い返した。

　彼の味方になるよう誘われた。一度目は信用できない男だと思ったが、二度目に会った時、彼は心からブランシュを救おうとしているように見えた。

　だが、それでもブランシュは彼を裏切った。

（あの時は仕方なかった……）

　ブランシュは膝に顔を埋めた。

　二度目に出会った時、ブランシュの役割は、あの街の細かな警備をかいくぐり、捕虜に武器を届けることだった。彼がブランシュを警戒していないことも都合がよかった。

　クレヴァスに、助けを求めればよかったのだろうか？

　もしかすると彼は、捕虜全員を救ってくれたかもしれない。でもあの時のブランシュは、そんなことをすれば殺されてしまっていただろうし、彼へのほのかな気持ちだけで全てを放り出せるほど夢見がちでもなかった。

　でも、今ならできる。前世ではできなかったことが、今の自分ならできる。

　それはこの国で、温かく守られて生きることを知ったから抱ける感情だろう。

（私がこう動けば、彼ならきっと……）

　二度裏切った人間を信用することが難しいのは、ブランシュにだって分かる。

　でも、何かが起きているかもしれないのにそれを見逃し、大きな事態になってから後悔するのは悔しい。

　前世から、彼の人柄はよく知っているつもりだ。彼の立場上ああ言うのも理解はできるし、だからといって、あんなふうに切り捨てたままで終わる人ではない。きっと、ブランシュがいなくなったと知り、その行き先の目星がついているなら、動いてくれるはずだ。

　彼の見せた、何かに葛藤する、あの苦しそうな表情を思い出した。

　彼を信じたい。

　そうしてブランシュは顔を上げた。

　私はあのマークから、絶対に目を離さない。




　――二週間が経過した。

「だから、それに近づくんじゃねぇ」

　少し近くを通っただけなのに、見張りの男は口うるさくブランシュに言った。

　彼は、顔に刻まれた皺は深く年を重ねていることが窺えるが、まさに雇われたごろつきという風体で迫力があった。いつも鋭い視線で周囲を威嚇しており、誰も進んで彼に近づこうとはしない。だが、ブランシュに警告するその声に以前ほどの険しさはなかった。

　彼は声を潜めて続ける。

「俺らも、これを絶対に開けるなと言われてんだよ。これと似た荷を盗もうとした奴は二度とその姿を見ることはなかった。頼むよ。お前も気をつけてくれ」

　彼の仕事はこの荷を守ることのようだが、それ以上に、不必要に周囲を傷つけたくないという気持ちが感じられる。

「俺も外から流れ込んだ身なんだが、なかなかまともな職にはつけなくてよ」

　ブランシュを不憫に思って情を抱いてくれたのか、彼はここ最近彼女の隣にかけて、ぽつぽつと身の上を語るようになった。

　ブランシュもどこか彼のことを他人事に思えないというか、根本的に悪い人間だとは思えない。時には、昔の怪我の影響で足の不自由な彼に少し手を貸したり食料を分けてもらったりする代わりに、ブランシュの手持ちの食料も分けて過ごすようになっていた。

「お綺麗な奴らは、お綺麗な世界で生きていけばいいんだよ」

　彼はここでずっと運ばれてくる荷の管理をしているそうだった。彼の口ぶりから、それが普通に世に出回る代物ではないことが伝わってくる。時にはブランシュがその運搬を手伝うことを買って出て、彼が喜んで任せてくれることもあるのだが、隙を見てその焼き印のついた荷に触れようとしても、それだけは許さなかった。

　彼の言動から分かったことがある。

　おそらく彼以外にも、この荷が見える範囲に見張りがいるのだ。彼とは違いその見張りは、人を簡単に消してしまえるほどの手練れだと考えたほうがいい。

　そうなると、今は動けない。

　荷の中身を確認することはできない。でも一度運び出されてしまえば、それを追うことはもっと難しくなる。何か、別の手段をとらなければならない。

（娼婦のふりができれば……）

　一瞬そんな考えが浮かび、ブランシュは首を振った。

　娼婦として接すれば、男はベッドの上で油断し、ついぽろりと内情を口走ることも多い。眠りこけてしまうことなんて往々にしてある。

　だが、そうではなかった男を思い出した。

　今の自分は、その男――アイガーの妻だ。

　この身体に触れることが許されるのは、彼だけ。

　アイガーの顔が浮かび、彼が恋しくて仕方なくなった。胸が苦しい。彼は今どうしているだろう。自分の行方を心配し、探してくれているだろうか。あるいは、自分勝手な行動をしたブランシュを探す必要などないと見捨ててしまったのだろうか。

（そんなはずは……）

　自分がこんなふうに強引にことに及んだのは、やはり愚かな選択だっただろうか。一度スケーヴィング家に戻ったほうがいいだろうか。でもその間に、きっとこの荷はどこか遠くに運ばれていってしまう。

　こんなチャンスは、もう来ない。

　そんな考えの渦に入り込んでしまったブランシュの前に、何かが差し出された。

「おい、これ、隠れて食えよ」

　見張りの男はそう言って布に包まれたパンを手渡した。そして、その最低限の会話だけをして持ち場に戻っていく。

「……？」

　ごそごそとぼろの中に入れて確認すると、渡されたのは、カビが生えているわけでもないやけに綺麗なパンだ。ブランシュははっとなった。

（まさ、か……？）

　希望の気持ちが少しだけ顔を出す。何かに確信を持った瞬間だった。

　ブランシュは勢いよくそれに齧りついた。

　あの人を信じよう。その気持ちを、再び強く宿していた。




　そうして、それからさらに一週間後。

　ブランシュは、被ったぼろの隙間から、変わらず置かれた焼き印の荷に目を遣った。

　もう、一か月近くが経った。これだけ長く一ヶ所に置かれているなど、普通の荷では考えられない。おそらくはこの荷の周辺を『綺麗にする』こと。つまりはブランシュのような追っ手がいるなら、それをあぶり出すことが目的なのではと考えられた。

　まだ警戒されているだろうか。できればもう大丈夫だと油断をしてくれているとありがたい。この荷の中身を確認し、それがこの国に危険を及ぼすものなら必ず止めてみせる。

　ブランシュはそこで、我に返って苦笑した。ブランシュは自らを自分が生き抜くことだけを考えている人間だと思っていたが、そうではなかったようだ。こんな責任感がいつの間に芽生えていたのだろう。

　デトレフとフレイアの顔も思い浮かんだ。そして、アリーや使用人たち。幼い頃から守られ、満たして育ててもらった。それをラッキーと感じていたのも確かだが、それはこの国の平和あってのことだとも分かっていた。

　その平和を壊すかもしれない、自分にしか分からない危機に気づいたのなら、そのために動きたい。責任とか義務とかそういうものでなく、ブランシュの心に強い気持ちが芽生えていた。

　ブランシュは顔を上げた。

　そろそろ、攻めるか撤退するかの選択をしなければならない。

　もうずっと見つめ続けているその荷に目を遣り、そして気づいた。

（……嘘）

　これまでずっといたはずの見張りが、どこにもいない。

（そんなはず……）

　周囲を見回すような目立つ動きはせず、そっと目線だけで左右を確認した。見張りの彼は、自分がいない時には必ず同業の誰かに代わりを任せていた。だが、その気配もない。

　長い保管期間に、油断が生まれた？

（いや、それは考えにくい）

　罠かもしれない。いや、でも――……。

　一瞬の逡巡ののち、ブランシュは賭けに出ることにした。




　ようやくその荷に近づく時間は、永遠にも思われた。野生の動物のように、全身で周囲に警戒を配りながら素早く、そして音を立てずに近づく。

（いける……！）

　そう思い、伸ばした指が箱の角に触れそうになった。

　その瞬間だった。

「何者だ」

　それは、抑揚のない声だった。音も気配もなく現れた何者かがすぐ後ろに立っている。

　ブランシュの首には冷たいものが当てられていた。剣か、ナイフか。

　血の気が引いていく。

　当然だ。こうなる可能性があると分かっていた。

　今、彼女のすぐそばに死がある。本能的な恐怖に指先をぴくりとも動かせない。

　だが、同時にこうも思った。

　――自分の勘は、正しかった。

　やはりこれは、ただの荷ではない。この刺客が現れた瞬間にそれが確定した。

　だが、今それを喜んでいる場合ではない。男が少しでも腕に力を込めれば、ブランシュは終わりだ。

　死と隣り合わせの状況に頭の中が研ぎ澄まされていく。今ブランシュがすべきことは、この男を倒すという非現実的なことではなく、どうすれば命を奪うことを保留してもらえるかだ。

　ルカ・バラに関する何かを口にすればいいだろうか。

　でも、分からない。百年前の情報では参考にならない。外からでも知れる、たいして価値のない情報しか持っていない。

　自分の浅慮さへの後悔と差し迫る最期の気配に、走馬灯のような光景が頭の中を駆け巡った。

　彼の少年のような笑顔を思い出す。

　その時だった。

「お前こそ何者だ」

「……っ」

　聞き知ったその声に、ブランシュの全神経が反応した。直後、後ろの男がその場から飛び退く。首から刃物が離れた。ブランシュは振り返り、目に入ったその姿に、そちらに駆け寄りたくなる衝動を抑え込んだ。

「待たせてすまなかった」

　彼女が心待ちにしたアイガー本人が、そこにいた。

　やはり自分を信じてくれていた。近くにいてくれていた。安心と喜びが胸に沸き起こる。

　だが、今それに浸るのはまだ早い。

　剣とナイフがぶつかる音が鋭く鳴る。

「伏せておけ！」

　言われるがまま地面に身体をつける。目線だけ上げると、二人の男は真っ正面から睨み合っていた。薄汚れたフードの奥で、相手の男の目だけが鋭く光る。空気がぴりりと張り詰めた。

　先に仕掛けたのは刺客の男だ。その動きはあまりにも速く、ブランシュの目で追うことは難しい。だがアイガーはそうではなかった。男の伸ばした腕を素早く避け、ナイフを弾き飛ばす。男はほんの少し目を見開くと、すぐに胸元から懐刀のようなものを取り出した。

　しかし、その時点で、男もアイガーも悟っていた。

　アイガーのほうが、戦闘における能力が上だ。

　ルカ・バラが他国に潜り込ませる刺客は、国の中でも精鋭と呼ばれる者たちだ。暗殺に長けており、本来、男一人とブランシュの命を瞬時に奪うことくらい造作もない。だが、アイガーは普通の侯爵令息ではない。そしてブランシュも。

　二人がもう一度接近する瞬間、ブランシュは叫んだ。

「毒に気をつけて！」

「分かってる！」

　男は弾かれたようにアイガーから離れ、ブランシュのほうに鋭い視線を向けた。

　ルカ・バラの刺客は、必ず毒を仕込んだ武器を持っている。だが、男がルカ・バラの刺客であることもその武器についても、本来知られていてはいけないことだ。男は戸惑い、お前らはいったいなんだ、とその目が問うている。

　男は、自分が何者であるかを二人に知られていると確信を持ったようだった。その事実を受け止め、そして一瞬、何かに迷う。

「アイガー！」

「させるか」

　アイガーは、向けられる刃を避けず男の胸元を掴んだ。傷つけられた腕から血しぶきが飛ぶ。だが、彼は信じられない力で男を投げ飛ばし、そのまま地面に叩きつけた。

「ぐ、ぅ……っ」

　固い地面でまともに背中を強打した男の呼吸が乱れる。その瞬間に、アイガーとブランシュ、二人がかりで口に布を詰め込んだ。そうして、そばにあったロープで念入りに縛り上げる。

　男がもがく。腕力は互角なのだろう。アイガーが顔をしかめた。

「血が……！」

　男を押さえ付けるアイガーの腕が赤く染まっていく。ブランシュは自分のズボンを割き、急いで止血にかかった。

　男はまだもがいてはいるが、二人を見上げ悔しそうに顔を歪めている。

「危なかったな」

　アイガーがそう落とし、ブランシュに向けて小さく笑みを浮かべた。

　彼が自分の身を挺してまで男の身を拘束したのには、理由がある。

　帝国の刺客がこういう場面で取る手段は決まっている。口内に何らかの毒物を仕込んでおり、劣勢を知るやいなや自ら命を絶ってしまうのだ。生かして捕らえるのは殺すより骨が折れる。だが、それができれば得られる情報は多いし、交渉の材料にだってなる。

「暴れるな。落ち着け」

　アイガーもそれを理解しているようだ。ブランシュと視線を合わせ、頷く。

「死なないで。あなたは、拷問されることはない。あなたの望みを叶えることに協力するわ」

　敵国の刺客にそんな言葉をかけるブランシュに、男はわけが分からないというように眉を寄せた。だが、今これ以上抵抗して力を使うことは賢明ではないと悟ったのだろう。身体から力を抜いた。

　緊迫した命のやり取りを終え肩で息をする二人のもとに、やっと味方の騎士が駆け込んできた。その中に、側近であるノアもいる。

「ご無事ですか！」

　彼は、負傷したアイガーの腕、そして別人のようなブランシュの姿に驚愕し、だがその次の動きは素早かった。

「すぐに治療を！　奥様もです！」

　そうして二人を支え、医者のもとに向かう。その途中、ブランシュは顔を上げてはっとなった。

　騎士の中に混じって、あの見張りの男がいる。

「あっ」

　彼はブランシュに向かって、少し気まずそうに手を上げて、だが無事で安心したというようにぎこちなく微笑んだ。

「あの男とは早めに接触できた。お前のようなあの荷を狙う者をあぶり出すために、あの日、あえて見張りを離れろと命令されたようだ。彼から情報を得られて助かったよ」

「彼にも危険が及ぶというのに……」

　男を心配するブランシュに、アイガーは続ける。

「これからもな。だから、スケーヴィング家で雇うことにした」

「えっ」

「お前も気づいているだろう。高尚な精神を持つかどうかに、身分は関係ない。ああいう者が一人でもいてくれれば、これほど心強いことはない」

　アイガーの目に迷いはない。なんの差別も、てらいもない。

「アイガー……」

　やはり、彼はこういう男だった。ブランシュは彼の手を握りしめた。

　彼を信じた自分を誇りたい。

　そうして、治療を受けた二人は、やっと落ち着いて向かい合った。

　視線を絡めて頷き合い、アイガーはブランシュを力強く抱きしめた。

「すまなかった」

「汚いわ」

「気になるかそんなこと」

　アイガーの声は掠れていた。

　彼に聞かなければならないことはある。でもその声色が彼の感情の全てを表しているように思えて、少し前までブランシュを覆っていた見捨てられたのではないかという気持ちが、あっという間に散り去っていった。

「アイガー……、ありがとう」

　もう大丈夫だ。心からそう感じて、ブランシュは彼の甘い香りを胸いっぱいに吸い込んだ。







■この世界で、共に生きていく








　体格のいい騎士二人が、刺客の男の身体を持ち上げた。男は細心の注意を払って口や腕を拘束され、感情のない顔で運ばれていく。

　馬に乗せられる直前、ブランシュは彼に囁いた。

「私はもともと帝国の人間よ。裏切り者と捉えられるかもしれないけど、今この国の信念に心から納得している。あなたもどうか、そうなりますように」

　効果があるかは分からないが、少しでも彼の心を動かせられればと思った。自分だってこうなれたのだから、彼にだって可能性はある。ブランシュの視線を受け、アイガーは頷いた。

　二人は身体を寄せ合ったまま、その姿を見送った。

　彼は簡単には口を割らないだろう。彼自身の思想の問題もあるし、祖国の家族が人質に取られている場合もある。生半可な覚悟で国を裏切ることはできない。だが、この国では、捕虜として捕らわれても穏やかな生活が待っている。この国が彼のことも守るつもりがあるのだと伝わればいいのだが、とブランシュは思った。

　これから話すこと、すべきことがたくさんある。

　それらを抱えたまま、夫婦はスケーヴィングの屋敷への帰路についた。




　屋敷に戻ったその日、ブランシュは一月ぶりに用意された温かい湯で身体を清め、胃に優しい食事を入れた。ほうと息をつき、その日はすぐに眠ってしまったのだが、翌朝ブランシュが起きるやいなや、すぐにアイガーがやってきた。

　彼は部屋に入り人払いをすると、ブランシュに向かって深く頭を下げた。

「本当に、申し訳なかった」

「何に対する謝罪？」

「お前を信じなかったこと。そして、刺客をあぶり出すために、一人きりであんなに長い時間耐えさせたことだ」

　ブランシュは怒り出すことはなく、得心したというように頷いた。

「じゃあ、やっぱりもっと前から様子を見ていたのね」

「ああ、そうだ」

　アイガーが来てくれたタイミング、そして見張りの男から差し入れされるやけに新鮮な食料から、そうではないかと思っていた。静かに話を聞くブランシュに、アイガーは苦しげな表情で続けた。

「お前が逃げ出した翌日には、もう居場所は見つけていた。だが、もしあの荷の中身がお前の言う通りのものだったら、見張りがあれだけとは考えにくかった。隠れている刺客を見つけるために、その……」

　アイガーは口ごもる。その続きはブランシュが引き継いだ。

「私を囮にするしかなかったのね」

「すまなかった」

　彼は苦悶の表情を浮かべてまた頭を下げる。ブランシュはくすりと笑った。

「後半は、謝罪の必要はないわ」

「しかし」

「たしかに不安だった。でも、私を信じて最大の成果を上げてくれたこと、感謝しているわ」

　ブランシュの言葉に、アイガーは瞳を潤ませる。その頬に優しく手を当てた。

「私を信じて、ここまで動いてくれたのね」

　今回駆け付けたのは、王宮直下の騎士団だった。ブランシュの進言だけでは彼らを動かすことはできなかっただろう。アイガーが尽力してくれたから、ここまでことを大きくできた。

「だがそれでも、あの一瞬お前を疑ったのは確かだ。許されることではないが、もし、でき得るなら、今後信頼を回復するチャンスをもらえないだろうか」

　頭を下げる彼の真摯さに、心から微笑むことができた。

「前世のことがあるもの。仕方ないわ」

　ブランシュは、窓から見える美しい夕日を眺めながら言った。

「この世界に生まれて、物心ついた頃は、今世は守られたままのんびり生きていけたらいいなと思っていたわ。自分にこんな責任感があったとは思わなかった」

「俺の知るお前は、前世でもそうだった」

「え？」

　ブランシュはアイガーのほうを向き、ぱちりと目を瞬かせた。

　アイガーは優しくも熱のある目でブランシュを見つめている。

「俺は、前世で出会った頃から、お前に惹かれていた」

「ええ!?」

　突然の告白に、ブランシュの頬は赤く染まる。アイガーがその手を強く握った。

「お前とともに、生きたかった」

　彼の声は掠れていた。

　目頭が熱くなる。それは、前世でブランシュも抱いたことのある気持ちだったからだ。

　彼の手を優しく握り返す。

　私たちはきっと、共に歩んでいける。




　まだ様々な事後処理があると言って後ろ髪を引かれる様子で出かけていったアイガーは、その日の夜遅くにまた屋敷に戻ってきた。

「無理をしなくてよかったのに」と笑うブランシュに、アイガーは「そんなわけにはいかない」と少しむくれてみせる。

「すぐにでも触れたかったのは俺だけか？」

　そう甘い顔で首を傾げるアイガーに頬を染め、ブランシュは首を横に振った。

　ベッドの上で、少しの隙間も作りたくないというように抱きしめ合う。

「お前と再び出会えて、こうして触れ合えることが夢のようだと何度も思った」

　彼はまっすぐにこちらを見つめて言う。隠すことのない愛の言葉に、ブランシュの顔は熱を持つ一方だ。

　今思えば、あの突然の求婚の時からずっと、彼はこの真摯な瞳をブランシュに向けてくれていた。アイガーの目はその時からずっと、嘘などついていなかったのだ。

　力強く抱きしめる腕にうっとりと身を任せながら、ブランシュは彼の背中に優しく手を沿わせた。

「私も、あなたが好き」

　アイガーがはっとブランシュの顔を見る。その目が潤み、彼はそれを隠すようにブランシュの首筋に顔を埋めた。そんな仕草に愛おしさが沸き起こり、笑みが浮かぶ。

「お前と一緒に生きていけるのが、嬉しい」

「ええ、私も」

　掠れた声でそう言ったアイガーが唇を合わせてくる。優しく、形を確かめるような口づけ。前世でも、夫婦になってからも、このような穏やかなキスは初めてだ。

「ブランシュ……」

　名前を囁きながら、それを繰り返される。心から愛おしいと伝える仕草に、ブランシュの身体の奥にも火が灯った。

「アイガー、お願い、温めて……っ」

　縋るような瞳に、アイガーは目を見開いた。彼の喉が上下する。

「あなたと一緒に生きていけるって、身体でも感じたい」

　彼の顔がくしゃりと歪み、そうして、ブランシュは押し倒された。

「あ……っ」

　夢中で首筋に、そして胸元にキスを落とされる。まるで初めて男女の営みを経験するかのような必死さを感じて、そのかわいらしさについ笑みを浮かべてしまう。

　顔を上げブランシュのその表情を見たアイガーは、途端に不満げな顔になった。

「何を笑ってる」

「かわいいなと思って」

　ぴく、と彼の眉が揺れた。

「それは少し……思い知らせたくなるな」

　彼の笑みにもう余裕が戻ってきてしまった。それを残念に思っていると、彼が耳元で囁く。

「お前が好きだったところ、されて悦んだこと、全て覚えているぞ」

「……っ」

　いやらしい営みを彷彿とさせる言葉に、ぞくぞくと背筋が震えてしまう。彼はブランシュの反応に満足そうに笑いを落として、服を脱がしながら妖艶に微笑んだ。少しずつ情事の空気が濃くなるのを感じながら、ブランシュはそれに抗うように不敵に笑う。

「あら、前世での反応は、演技だったかもしれないわよ？」

「そうか？」

　アイガーはそう言うと、ブランシュの髪を一房持ち上げ、そこに恭しくキスをした。

「それは、確かめないとな」

　そう言って、前を開いた夜着に顔を埋めてくる。

「ここを、こうやって優しく吸われるのが好きだった」

「あん……っ」

　ちゅっと音を立てて、すでに固くなっている突起を吸われる。呆気なく出てしまった声に、慌てて口を塞いだ。

「それから、こうしていじめられるのも」

　今度は舌でぐりぐりと押し込むように刺激してくる。

「んんん……っ」

　腰が浮いてしまい、ブランシュはふるふると首を振った。

「お前は焦らされるのも好きだ」

　アイガーはブランシュの足のほうに移動すると、腿を持ち上げて開き、その間に熱い視線を注いだ。そしてその目を逸らさず、つま先にキスを落とす。

「……っ」

　ぴくんと足が震える。アイガーは少し細めた、でも熱情を隠さない目で、焦れったい口づけを続ける。唇が水音を立てて、ふくらはぎ、そして太ももをじわじわと上がってくる。ブランシュはたまらず、くぅ、と声を出した。

「ここも弱い」

　太ももの内側、皮膚の薄いところを舌でべろりと舐められた。寝室の光で唾液の跡がきらりと光る。

　その獣のような仕草は、侯爵家の跡取りではなく、前世でのアイガーの姿を彷彿とさせた。

「アイガー……っ」

　名前を呼んだ声は甘かった。それをおねだりと受け取って、アイガーはブランシュの足を大きく広げる。くちゅ、と水音が鳴った。

「綺麗だ。濡れて、光ってる」

　欲情した視線に触発されて、そこがひくひくと反応してしまう。いやらしく誘い込むような動きをアイガーにも見られてしまった。

　彼が興奮でぶるりと震える。そして、指が伸びてきた。

「あっ」

　穴の周りをくりくりと刺激される。そして愛液で濡れた指で、陰核を優しくしごかれた。

「ああんっ」

　ブランシュの口から高い声が漏れた。その間にもくちゅくちゅと刺激をする指の動きは止まらない。

「ああ、とろっとろだ……、う……」

　彼は苦しそうに呻いた。もう、その目もどろりと蕩けている。

「舐めて、いいか？」

　その言葉に、ブランシュはごくりと唾を飲み込んだ。アイガーがこれからしようとしているこれが、前世では一番嫌いだった。

　その心の声が聞こえたわけではないだろうが、余裕のない表情のまま彼はにやりと笑う。

「これが、一番好きだったな」

　その言葉に弱々しく「ちがう」と答えた直後、アイガーの唇と舌がそこに襲いかかった。

「ああああっ」

　ぐりぐりと顔中がこすりつけられる。甘すぎる刺激に叫んだ。

「お前ので、ふ……っ、べたべただ……っ」

「やああ……っ」

　身体を捻って逃げようとするが、腰をしっかりと押さえつけられている。快楽を逃すこともできない。

　そうして、ぐっちゃ、ぐっちゃ、と、愛撫とは思えないほど激しい、卑猥な水音が響き始めた。

「うああ……っ、だめえ……っ」

　アイガーの口での愛撫は、まるで獣の咀嚼のようなのだ。前世で彼と身体を重ねた時も、この愛撫には本当に参った。

「ふぅ、ん……っ、くぅ……っ」

　しつこくて、激しくて、何より腰が浮くほど気持ちいい。

　ブランシュは泣くような声を出して腰をびくびくと震わせ、あっという間に達してしまった。

　顔を上げたアイガーが、ぐいと腕で口を拭う。荒い息を吐いているブランシュを見下ろして口角を上げた。

「上手くイけたようで何よりだ」

　ブランシュはアイガーを睨んだ。イけたというより、無理やりイかされたのだ。

「これで、何度も達するのが、お前は好きだった」

「違う……っ、好きだったわけじゃなくて……ああっ、なに……っ」

　今度は身体を起こされて、ベッドの上で仰向けになったアイガーの顔の上に座らされた。

「ひぁ……っ!?」

　そして、腰を前後に動かされながら、口でじゅるじゅると刺激をされる。

「だめえ……っ、ああっ、あああっ」

　快楽のあまり身体が崩れそうになるが、腰を支えるアイガーの腕がそれを許さない。前世でも、こんなにしつこい愛撫をするのは彼だけだった。これだけ濡らされて蕩けているのに挿れてもらえないのが辛くて、理性を飛ばしそうになるのが常だった。

「くう、ぅ……っ」

　ブランシュはまた達してしまった。身体がぐらりと崩れ落ちる。

　息を乱しながら起き上がったアイガーは興奮に顔を歪め、口の周りについた愛液を、こちらに見せつけるようにべろりと舐め取った。

　それがますますブランシュを興奮させる。胡座をかいた自分の上にブランシュを座らせたアイガーは、濡れそぼった穴に指をぐちゅりと侵入させた。

「あああ……っ」

　そこから、ぐちゅぐちゅと激しく指で愛撫される。ブランシュはアイガーの肩に縋りつき、その強い刺激に耐えた。

　水音はブランシュのものだけではない。彼はもう片方の手で自分のものを握り、手を激しく上下させている。

「ああ……っ、そんな……ッ」

　互いにこんなふうになっているのに、まだアイガーが挿れてくれる様子はない。ブランシュはとうとう耐えきれずに叫んだ。

「もう、む、りぃ……っ、挿れ、てえ……！」

　ブランシュのおねだりに、アイガーはぐうと唸った。

「俺も、限界だ」

　苦しそうに笑って、ブランシュの中から指を引き抜く。またそれを美味しそうに口に含んで見せた。

　ああ、と恍惚とした溜め息をつくのをやめて欲しい。

　視線を下ろすと、グロテスクな雄が先走りに濡れてブランシュの中に入り込むのを待っている。二人の、期待による激しい息音だけが部屋に響く。

「……挿れるぞ」

　ごくん、とブランシュの喉が鳴った。

　くぷ、といやらしい音を立てて、先端が埋め込まれた。まだここでも焦らすようなゆっくりとした挿入に、期待で腰がびくびくと震えてしまう。

「焦るなよ」

　アイガーは小さく笑いを落とし、ゆっくりブランシュの腰を下ろさせた。

「ああああ……っ」

　中が押し広げられる感覚。ごりごりと膣壁を刺激されて、最後にはずんっとそれが奥に到達する。

「く、ぅ……っ」

　ブランシュは背を反らせて、声にならない声を出した。

「う……っ、こら……っ」

　ぎゅうぎゅうと彼のものを締め付けてしまう。挿れられているだけなのに、感じすぎてしまっている。

「んっ、ん……っ」

　ブランシュの痴態を目にして、アイガーもさらに興奮しているようだ。腰をぶるりと震わせて唸り、動きたい衝動に耐えている。

「まって、もう、ちょっとだけ、まって」

　焦らしたいわけではないが、あまりに気持ちよくて、ブランシュはこの瞬間の快楽をもっと味わいたかった。うっとりとした満足げな息が漏れたが、アイガーは顔を歪めている。

「頼む、動かせてくれ……っ」

　初めて聞く懇願だ。そんなおねだりをされると、胸がきゅんとなってしまう。

　ブランシュは仕方ないわね、と快楽に顔を歪ませながらも微笑み、そして頷いた。

「んっ、あっ」

　アイガーは待ち焦がれたというように律動を開始した。ずんっ、ずんっと下から突く動き。最初から激しすぎるそれに、ブランシュは喉を晒して喘いだ。

「ああっ、ああっ、あああ……っ」

　大波に揉まれる船のように、ブランシュはアイガーの上で身体を跳ねさせる。奥の一番いいところを残酷なほど長いストロークで何度も突かれて、ブランシュは口をぽかりと開けて喘いだ。

「んああ……っ」

　激しすぎる水音も興奮を煽る。

「こんな音、だめぇ、すごいぃ……っ」

「潮まで吹きやがって……っ、たまらないな」

「もう、だめっ、だめえぇ……っ」

　泣くような声でそう言っているのに、アイガーは不敵に笑い、激しく突き上げる動きを止めてはくれない。

「だめぇ、きちゃう……っ」

　びりびりとした感覚が押し寄せた。ブランシュは子犬のような声を出して背を反らせる。

「イ、くぅ……！」

　大きな快楽の波に、ブランシュの頭の中が真っ白になる。

「く、ぅ……っ」

　彼はブランシュがその感覚を十分に享受できるよう、動きを止めてくれているようだ。ブランシュは甘い痺れに浸ったあと、その思いやりに気づき、つい微笑みを浮かべた。

「なに笑ってる」

　不機嫌そうなアイガーがブランシュの両頬を指でつまんで押しつぶす。それを上から軽く叩き、ブランシュは笑顔で言った。

「前の時は、そんなふうに、ゆっくりイかせてくれなかったなと思って……」

　達したばかりの火照った顔で、ブランシュはどこかうっとりした声色で言う。

　ブランシュが言っているのは前世と、そして結婚後の夜のことだ。達している途中にも容赦はなくて、こちらも濁った声が出るほど連続で責められて堪らなかった。あの時は理性を失わせ口を開かせるのが目的だったのだろうが、もうその必要はない。

「そうしてやろうか？」

　不敵に笑うアイガーに、ブランシュは慌てて首を振った。

「違う！　違うわ！　結構です！」

　本気で遠慮するブランシュに、彼は不満げにふんと鼻を鳴らした。そしてブランシュを押し倒す。

「ああっ、待って、まだ……！」

「待たない」

　アイガーは挿入したままだった屹立を、今度は上から突き刺すように打ちつけ始めた。

「ああっ、ああぁっ」

　達したばかりのところを、いきり立った剛直にずんずん奥まで責められる。

　ブランシュはいやいやをして叫んだ。

「だめっ、だめぇ……っ」

　頭の中が、もう『気持ちいい』だけでいっぱいになる。アイガーのうっとりした声が落ちてきた。

「そうやって、感じている顔を、ずっと見ていたい……っ」

　大きく突くたびに、屹立を奥にぐっと押し付けるような動き。

「あぁっ、はぁん……っ」

　ブランシュは足をピンと伸ばして、また強引に快楽の高みに押し上げられるのを感じていた。

「ブランシュ、愛してる……」

「ああぁ……っ、アイガー……っ」

　ブランシュが達するのと同時に、彼が奥で激しく欲望を放ったのが分かる。

　びくびくと元気に跳ねる感触に、ブランシュは彼の背中に手を回して、その幸せな刺激を受け止めた。

　二人の激しく情熱的な交合は、朝方近くまで続いたのだった。







■荷の真相








　これまでと同じ生活に今回の騒動への対応が加わり、ますますアイガーが屋敷に戻る時間はなくなっていた。一月ぶりに顔を見せた彼は、少しやつれた顔で、ブランシュに「やっと話が前に進んだ」と言った。

「あの荷だが、フォーデレンの修道院で中身を確認させることになった」

「フォーデレン……聞いたことがあるわ。この国で最も古くから薬の調合をしているという……？」

「そうだ」

　オビラントにあるその修道院の噂は、かつて前世でスパイとしてこの国に滞在していた時にも耳にしたことがあった。そこは古くから薬草を育て調合してきた歴史を持ち、現在では感染症に対する研究まで行っている、国公認の薬学に特化した修道院なのだという。

「つまり、中からは薬草と思わしきものが出てきたのね」

「ああ。土と一緒に詰め込まれていたらしい」

　そう、とブランシュは呟いた。

「あそこは日頃から多岐の業務に追われていると聞いていたから、まさか協力してくれるとは思わなかったわ」

「最初は保守派の貴族どもから、フォーデレンの知見を一侯爵が利用する権利はないと妨害に遭ったんだ」

「どの国の貴族も似たようなものね」

　ルカ・バラでも、長年安定的な地位にいる貴族ほどそういう声を上げていたように思う。呆れた様子のブランシュに頷き、アイガーは続けた。

「だからといって、ほかの薬師に分析をさせ有用な結果が出ても、最終的にはフォーデレンで再検証しろと言われるのは目に見えている。そんな二度手間はごめんだからな。少し強硬手段に出た」

「強硬手段？」

「お前と話をした、北部の森林地帯の件があっただろう。このことが起こる前に、陛下からその地の運営をお任せいただけるよう話を詰めていたんだが、その資源を使いたくないのかと脅した」

「脅した……」

　ブランシュは苦笑した。国の危機に邁進する彼を妨げれば、そういうことにもなるだろう。きっと彼は、前世のような迫力で詰めかけたに違いない。

「今後印刷技術が発達すれば、農作物どころじゃない利益を生むでしょうからね」

　私腹を肥やすことには余念のない貴族たちだ。その恩恵を得られないくらいなら、と手のひらを返したのだろう。もちろん、アイガーからの脅しも効果があったのだろうが。

　そのやり取りを思い出してか、彼はうんざりとした顔をしている。

　それでも、ブランシュの胸には、彼がここまで頑張ってくれたことに対する感謝の気持ちが込み上げていた。

　瞳を潤ませるブランシュを見てアイガーは言う。

「これは別に、お前への懺悔のためにやっているわけじゃない。が、お前があれほど力を尽くしたのに、このまま胡座をかいて見ているわけにはいかないからな」

　ブランシュを信頼するという、アイガーの強い意志を感じる。ブランシュはそっと、彼の手に自分の手を重ねた。

　これで、前に進むはず。そう二人とも思っていた。

　だが、簡単にはいかなかった。




「問題のある成分は検出されなかったそうだ」

　次にアイガーが帰ってきた時、彼の目はまだ諦めてはいなかったが、目の下の黒い影は濃く、蓄積した疲労を隠し切れてはいなかった。自分が強引に持ち込んだ分析だ。これで結果が出なければ今回の成果が認められないばかりか、スケーヴィング家の王宮での評価は地に落ちてしまうだろう。

　だが、ブランシュは落胆はしなかった。想定していたことだ。

「驚いていないようだな」

　ブランシュの考え込む様子を見て、アイガーが首を傾ける。

「結果が出なかったのは残念だけれど、当然だという気もするわ。簡単にその性質がバレてしまうようなものを持ち込むはずがないとも思うの」

「たしかにな……だが、時間がない」

「あの男はどうなの？」

「沈黙を保っている」

「そうよね……」

　刺客に選ばれるような人間だ。そう簡単に口を割りはしないだろう。期待はできない。

　アイガーが腕を組んで言った。

「フォーデレンは、おそらく何か、特定の処理が必要な薬物ではないかと考えているようだ。粉末化する、気化させる、水に溶かし熱を加えてみる。様々な手段を試しているものの、現時点で毒に当たる成分は見つかっていない。これ以上、あちらの時間を使うのは難しい」

　アイガーがこう言うということは、もう十分に交渉の末のことだろう。なんとかしなければならない。ブランシュは顔を上げた。

「アイガー、お願いがあるのだけれど」

「なんだ」

「私を、フォーデレン修道院に連れて行ってくださらないかしら」

　彼はその言葉を聞いても驚かなかった。ブランシュがそう言うことを予想していたのだろう。

「危険なものなら近づけたくはないが……。お前なら、何か分かるかもしれないな」

　信頼で満ちた目がこちらを向いている。それに応えたいと思った。




　フォーデレン修道院は、オビラントの東南部、王都から離れたのどかな田園風景の中にある。日当たりのよい小高い丘の上に建つその修道院がほかと異なるのは、大聖堂の周囲を白く四角い建物が何個も取り囲んでいるという点だろう。

　オビラントは平和を重んじる国ではあるが、百年以上前から隣国ルカ・バラとの付き合いを余儀なくされてきたため、古くから自国防衛を目的とする薬品研究を行ってきた歴史がある。この修道院がただ薬草の調合を行っていたところからこれほど大きく発展してきたのも、そういった背景によるものだ。

　建物内の壁は白い漆喰で塗られ、装飾もほとんどなく簡素なものだった。

　そこで薬品の研究を行っているのは修道士だが、彼らは常に白い布で手や口、頭を覆っているため、一般的な修道士とは大きく違って見える。アイガーもブランシュも同じ衣類を身につけ、フォーデレン修道院の肝とされる第一研究室に案内された。

「本来、あなた方がここに入ることはできない。陛下のお声かけあっての、特別な対応だと理解していただきたい」

「もちろんだ」

「見学の許可をいただきお礼申し上げますわ」

　ここに足を踏み入れた時から歓迎されない空気は感じていたが、それを裏付けるように、二人を案内する修道士の声は厳しいものだった。

　入室する際には、外部から持ち込んだもので薬品を駄目にしてしまわないように、隣室から手動で回転させる巨大な扇風機で強い風を吹き付け、身体に付着しているものを吹き飛ばすような仕組みになっていた。

　この修道院で守られてきた知識と技術は、国の機密ともいえるだろう。外部の人間に安易に踏み込ませてはならない場所であることはブランシュも理解できる。そして彼らの態度も、多忙な中、真偽も分からない分析を突然持ち込んできた相手が目の前にいるのだから、当然だろうとも思う。ただ好奇心を満たすために見学に来たと思われているのは明らかだった。

　だが、あからさまな態度にも機嫌を損ねる様子のない二人に、前を歩く修道士は一瞬顔を見合わせ、「こちらへ」と導いた。

　古めかしい木のテーブルの上にいくつもの硝子の容器が置かれ、その前には彼らと同じ白い服を着た修道士たちが座っている。誰も言葉を発しない独特な雰囲気の中、その部屋には、器具が触れ合うカチャカチャという音だけが響いていた。

「我々が行ったのは、成分の抽出だ。事前に報告をした通り、必要と思われる手法は試した。だが、人体に悪い影響を及ぼす成分は検出されなかった」

「もし未確認の成分だとすれば、確認するのに長い時間がかかりますわね」

「そうだ。可能性がないわけではないが、生体に試す必要も出てくるし、簡単に許可は下りない。許可が下りても、その後の研究には数年単位の時間がかかると思って欲しい」

「恐れ入りますが、少し、本体を見せていただいてもいいかしら」

　修道士の説明に落胆するでもなく、ブランシュは淡々と話を進める。それに驚いたのか彼はまた一瞬動きを止めたが、そのまま黙って頷いた。

　彼らのような人間は、無用な会話で時間を奪われる事を最も嫌うはずだ。必要な確認や要望は、端的に行ったほうがきっと印象がいい。ブランシュは彼らに続きながら、アイガーに向けて言った。

「あの荷は、特に保管方法を指定されていたわけではなさそうだったわ。ほぼ雨ざらしに近い状態だった。あれは、そのままでも効果が出るからなのか、その逆なのか……。普通、人や動物が口にしなければ、植物の毒性は効果を発揮しないわよね……」

「あの後もあの一帯は監視を続け、周辺の領民の健康状態も確認しているが、特に変化もないしな……」

　二人の会話を耳にした修道士が目を見合わせる。二人がお遊びでこの場にいるわけではないこと、そしてただの素人ではないことに気づいた様子だった。

「こちらです」

　手袋をした手で指し示された先。硝子の容器の中にその植物はあった。ブランシュが顔を近づける。

「葉が茎に沿って密生している、披針形……」

　ぶつぶつと呟くブランシュの背後で、修道士はアイガーに耳打ちをした。

「奥様は何か、植物の研究を……？」

「いや、彼女は本の虫でね。図鑑を眺めるのが好きなようで」

　アイガーが、事前に打ち合わせた通りの内容を答えている。

　振り返りはしなかったのでそれを聞いた修道士の表情は分からないが、それでは納得しきれないという雰囲気がひしひしと伝わってくる。

　だが、今はこちらが優先だ。

　じっとそれを観察し続けていたブランシュが、ふと気づいた。

「この根は……途中で生えたのかしら、もともと……？」

「いえ、はじめからこの状態だったと伺っております」

　ブランシュは、再びそれをじっと見つめた。

「とても固そうで、長い地下茎……」

「根も同じく加工の処理をしましたが、特には……」

「アレロパシー……」

「なんですって？」

　ブランシュがぼそりと呟いた言葉に、修道士は鋭く反応した。ブランシュがくるりと後ろを向く。

「思いつきでしかありませんが、アレロパシー――ある植物が、他の植物の成長を阻害する物質を出すことがあります。あえて根がつけられたままというのが気になって……。根から土を通して影響を与える植物を見たことがあったものですから」

　誰も言葉を発しない。その場の時間が止まったようだった。

　考え込むような様子を見せていた修道士が口を開く。

「たしかに……毒物という固定観念で話を進めていたが……」

「人体への毒と思い込んでいたな」

　実験室にいたほかの修道士も口を開く。

　空気が変わった。

「特に、農作物への影響が気になります」

　ブランシュがそう言うと、彼らは頷いた。

「試してみる価値はある」

　早速慌ただしく動き始める彼らを見ながら、アイガーがブランシュに言った。

「よく気づいたな」

「この形状で、同じような性質を持つ植物を知っていたの。それに、人体へ影響を与えるものを開発するよりも、農作物をターゲットにするほうがずっと簡単だと思って。あの国のやり方は、『最小で最大の成果を』。それが変わっていなければ、きっと……」

　そうであって欲しいという気持ちと、思い過ごしであって欲しいという気持ちがせめぎ合う。

　これが正しければ、早急に駆除に乗り出さなければならない。

　二人は、どちらからともなく手を握り合った。




　そうして、次にアイガーを通してフォーデレン修道院から連絡が来たのは、たった五日後のことだった。

『ぜひ見て欲しいものがある』

　その伝言とともに再び修道院に招かれた二人は、修道院の一角にあるという実験用の畑に案内された。

　高い塀に囲まれ、中は見えない。修道士の後ろに続き扉をくぐった二人の目には、一面の緑が飛び込んできた。その青々とした光景は、同時に、絶望の光景でもあった。

「……っ」

　ブランシュは衝撃のあまり、両手で口を覆った。

「こちらではもともと実験用に小麦を育てておりましたが、それが、この状態です」

「なん、だと……」

　たった五日。すさまじい勢いで広がる植物の下で、育ち始めたばかりの小麦が無惨な枯れ草となり、屍となって地面を埋め尽くしている。

　二人の反応を見て、修道士は深刻な声色で言った。

「この植物の繁殖力は異常です。さらに、土の栄養を奪われないよう、根から出る毒がほかの植物を根絶します。奥様の仰る通りでした。これほど人間にとって危険な植物は見たことがない。毒であれば注意喚起で防げ、被害もそれほど大きくはならない。だがこれは、気づかないうちにこの国を食料不足に陥れる。多くの人間の命を奪い、国力を割くものだ」

　アイガーとブランシュは顔を見合わせた。これは、まずい。

「すでに陛下へも報告をしておりますが、早急に、国中に警告を行わなければなりません」




　オビラント国内を、緊急の伝令が駆け巡った。

　誰しもに危機が迫る状況に、アイガーを敵視していた貴族たちも、もはや反対の声を上げている場合ではないと気づいたようだった。

　植物に領地の境界はない。一度根を下ろされてしまえば、すぐに手を打たないと全ての作物を根絶やしにされてしまう。

　情報は国の隅々まで伝わり、フォーデレン修道院と軍が一丸となり植物の駆除を開始した。そしてそれと同時に、各地からも情報がもたらされることとなった。

「ハイメイゼン領でも同様の植物が発見されたぞ！」

「リューグス領もだ！」

　その日、対応に追われる王宮に呼び出されたアイガーに、ブランシュも付き添っていた。

　ブランシュはもう、誰もが認める功労者だった。彼女がそこにいても文句を言う者はいない。むしろ宰相が、「国王直々にその功績を称えられることになる」と伝えてきたくらいだった。

　ブランシュとアイガーがいると耳にしたフォーデレンの修道士は、すぐに二人に声をかけに来てくれた。

「奥様のおかげで、ここまでの被害で食い止められました。このまま誰にも気づかれず被害が広がっていたら、オビラントは深刻な食糧危機に陥るところでした」

　それを受け止めるように恭しく膝を折り、それでも、ブランシュは唇を噛みしめた。

　自分がただ荷を監視していたあの時間、そして刺客が捕らえられたあとも、もっと早くこの可能性に気づけば被害は防げたかもしれない。

「ブランシュ、顔を上げろ」

　そんな彼女をアイガーは抱き寄せた。

「お前は十分にやった。悔やむべきは、お前を信じなかった俺だ」

「あなただって十分にやってくれたわ」

　ブランシュはそう言い、彼の顔を見てはっとなった。彼の顔には後悔が滲んでいるが、その目はすでに先を見据えているように見える。

「だったら、これからのことを考えよう」

「これから？」

「今後、同様の被害が起こらないための、対策だ」

　ブランシュはぱちりと目を瞬かせる。アイガーは優しい目でこちらを見ながら言った。

「フォーデレン修道院での研究に、お前も参加するべきだ」

「え……っ」

　それは、ブランシュの頭の隅にも、わずかに過った考えだった。だが、あそこはあくまで修道院。修道女でもないブランシュが参加すれば、修道院のあり方自体が揺らぐ。

「今回の件で、彼らも閉鎖的な環境で研究を行う不利益を思い知っただろう。はじめは、外部との交流という名目からでもいい。お前の能力をこのままスケーヴィング家だけのものにしておくにはもったいない。もちろん、お前が望むのなら、だが」

　ブランシュは改めて、アイガーという人間に驚かされた。彼はいつまでも、自分の進む道を見失わない。

「もちろんよ」

　ブランシュは、真相が解明されたことで落ち着きかけていた自分の中の炎がまた燃え上がるのを感じた。

　彼のためだけではない。自分の中にあるこの信念という炎を、自分の思うように使える世界にやって来られたのだ。

　アイガーは彼女のその表情を見て、まるで自分のことのように嬉しそうに微笑んだ。




　オビラント各地で発見されたその植物はどれも、運ばれてきたルートを遡ることによって、ルカ・バラから運び込まれたものだということが明らかになった。オビラントはその後周辺国と手を組み、当該植物の情報共有と、連携してその駆除に乗り出した。かの国は周辺国からも糾弾され、その動きは常に監視されるようになった。

　そして。

「刺客の男だが、口を開き始めたそうだ」

　ある時、アイガーはブランシュにそう伝えてくれた。

「見張り役だった彼にも交渉に参加してもらったことが功を奏した。ルカ・バラ国内で、三十年ほど前から立ち上げられた復古主義の団体が、今や大きな力を持ち、今回のような事件を起こしたそうだ」

「そうだったの……」

　これからも、油断はできない。時代は移り変わっていくが、同時に歴史は繰り返す。

　アイガーとブランシュは、決意を固めるように視線を交わした。




「父様！　母様！」

　そうして数年後。

　屋敷に戻った二人のもとに、二人の子どもが駆け寄る。アイガーによく似た黒髪を持つ女の子と、ブランシュと同じ金髪の男の子だ。

　二人は両手を広げ、彼らを抱きしめた。

「寂しかった？　しばらく出張はないから、家族で一緒に過ごしましょ！」

「やったぁ！」

　二人の歴史、薬学に関する知識はオビラントで重宝されただけではなく、時には周辺国からお呼びがかかるまでになっていた。今回もそのためにしばらく出ずっぱりになり、やっと屋敷に戻ったところだ。

「アリーもいたから寂しくないよ！」

　強がる男の子の頭を、ブランシュは愛おしそうに撫でた。

　二人はきらきらとした目で両親を見上げている。

「たくさん聞かせて！　お仕事の話！」

「私も次の出張にはついて行きたい！」

　アイガーは「そうだな」と頷いた。

「そろそろいいんじゃないか」

「そうねぇ……」

「ほんとに!?」

　跳ね回る子どもたちを見て、アイガーとブランシュは微笑み合った。

　オビラント、そして周辺国の平和は維持されている。オビラントを中心として、薬学に関する技術も大きく発展することになった。

　この子たちが明るく元気に過ごせる世界を。

　そう思い、二人はまた手を握り合うのだった。





（本編　完）









■番外編　妻の仕返し








「なんでもとは、言ったが……」

　アイガーはベッドの上に仰向けになり引きつった笑顔を浮かべている。対するブランシュは、中身が透けて見えるほどの扇情的な夜着をまとい、彼を妖艶な笑みで見下ろしていた。

　彼にとって歓迎すべき状況のはずだが、そう素直に喜べない理由がある。

　それは、彼の両腕が、ベッドの柵にしっかりと結びつけられているからだった。




　ルカ・バラから持ち込まれた植物の騒動が落ち着いた、ある日のことだった。

「俺はお前に与えてもらってばかりだ。何かして欲しいことはないか？　なんでも言うことを聞くぞ」

　身体を重ねたあと睦言の合間に口を滑らせたアイガーに、ブランシュは少し考え、「本当になんでもいいのね？」と、にやりと口角を上げた。

　ずっと、やってみたいと思っていたのだ。体格のいい夫を組み敷いて、自分の好きなようにしてしまいたいと。いつも快楽で責め立てられわけが分からなくさせられてしまうから、その仕返しがしたいと。

　いそいそと寝室へやってきたアイガーは、そうして、あっという間に拘束された。彼も当然抵抗はできたのだが、「なんでもしてくれるのよね？」と念を押されてしまっては、言いなりになるしかなかったのだ。

「大人しくしてね」

　ブランシュは彼の上に跨がると、頭を下げ、彼の唇にキスをした。

　はらりと夫の夜着を開き、鍛え抜かれ盛り上がった胸をつうっと指で辿る。びくりと震える身体に、ふっと笑みを溢した。そうして水音を立てながら、湿らせた唇で首筋、鎖骨を辿っていく。時折、アイガーがはぁ、と悩ましげに息を吐く音が聞こえた。

　いつもブランシュがされているように、胸の突起の周りを舌で焦らすようにぐるりと一周すると、くぅ、と彼が呻く。すっかり固くなってしまっているそれを、くりくりと舌で刺激する。

「ブラン、シュ……っ」

「あらあら」

　ブランシュはくすりと笑って顔を上げた。すでに勃ち上がったものが天を向き、ブランシュの腹を突いてきたからだ。からかうブランシュに、アイガーは目の下を赤く染めている。新鮮な光景に笑みが抑えられない。

「あまり、見るな」

「そっちは、いつも溶けるほど見てくるくせに」

　ブランシュはそう笑うと、彼の足の間に移動し、屹立に唇を近づけた。

「……っ」

　ふうっ、と息を吹きかけ指で包み込むと、アイガーが呻き声を上げる。彼は歯を食いしばって頬を染め、だからといって目を逸らすこともできないようだ。

　潤んだ瞳に、切なく寄せられた眉。そんな顔で見られて、ブランシュの背をぞくぞくとしたものが這っていく。こんなやられっぱなしの彼を見るのは初めてだ。

「これから、これをどうすると思う？」

　ブランシュは可愛らしく、ことりと首を傾けた。

　ごくん、とアイガーの喉が上下する。

「唾液をい～っぱいつけて、お行儀悪く、これにしゃぶりついてもいい？」

「うう……っ」

　アイガーは呻き、ぎゅっと目を閉じて顔を逸らした。ブランシュはくすりと笑って続ける。

「こんなにひくひくしちゃって……、あっ、アイガーったら、待ちきれなくて出ちゃってるの？　いやらしい……」

　先走りをそんなふうにからかってやる。親指で塗り込むようにして、先端に円を描く。アイガーが憎いものでも見るかのように、ギリギリと奥歯を噛みしめてこちらを睨み付けた。

「仕方ないわね……」

「ああ……っ」

　ぺろん、とそれを舐めると、彼の口からとうとうはっきりと喘ぎ声が上がった。口を塞ぐにも、彼は手が動かせない。彼が引く力で、ベッドがぎしぎしと悲鳴を上げている。

「ブランシュ、腕を、解いてくれ……っ」

「だーめ」

「うう」

　ぐちゅ、ぐちゅ、と音を立てながら、手を上下に動かしてそれをしごく。先端から次々と溢れ出すいやらしい先走りを見ていると次第に我慢できなくなって、とうとうブランシュは宣言もせずに、ぱくりとそれに食いついた。

「ああ……っ、だめだ……！」

　そのまま手の動きも止めず、唾液を絡め、水音を立てながら顔を上下させる。

　アイガーは短い息を吐きながら、合間にいやらしく呻いた。目だけで彼の顔を見ると、苦しげに歪んだ顔がこちらを向いている。

「く、ぅ……っ」

　彼が背を反らすと、口の中のものがびくびくと震える。それがぐんと固さを増す。

「すまない、すまない、頼む……っ」

　懇願の表情と声に、ブランシュの興奮も高まってくる。

「お前の、中に、出したい、どうか……っ」

　隠すことのないおねだりに、ブランシュは眉を下げた。こんなに必死な声を出されてはブランシュのほうも堪らない。もう、彼女もすっかり当てられて、足の間はびしょびしょになってしまっているのだ。

「仕方ないわね」

　ブランシュ自身も息を荒らげながらそう言うと、アイガーに見せつけるように足を開いた。

　彼はそこを食い入るように見てくる。その視線に焼かれてしまいそうだ。

　はぁ、とうっとりとした息を吐くと、そのまま腰を下ろし、アイガーのものを蜜口に導いた。

「ぐ、あ……っ」

「ああ……ッ」

　ずちゅ、と音を立てて、ブランシュの中にアイガーのものが入っていく。ブランシュはそのあまりの質量に、くぅん、と喉を鳴らした。

　全てが入りきった。繋がった部分から与えられる刺激に、ぶるぶると二人の腰が震える。

　耐えきれなかった。ブランシュは快楽に追い立てられるように、腰を上下させ始めた。

「あっ、あッ、ん……っ」

「うっ、あ……」

　ぐちゅん、ぐちゅん、という音と、二人の喘ぎ声が混じる。

「んんっ、気持ち、いい……っ」

　反り返った固いものを自分のいいところに当てようと、腰を前後に動かす。ぐりっ、ぐりっ、と奥を抉られて堪らない。

　アイガーにとってはそれが焦らすような刺激になってしまっているのだが、ブランシュがそのことに気づく余裕はなかった。ブランシュはいつの間にか、腰を突き出し、アイガーに結合部を見せつけるような体勢になっていた。

「う、ああ……っ、いやらしすぎる……っ」

　ぎりぎりと奥歯を噛みしめる音がブランシュにまで聞こえた。ベッドのきしむ音も高い悲鳴のように聞こえる。だが、その時だ。

　ばきりと、何かが壊れる音がした。

「えっ」

　一瞬の間のあと、動けないはずのアイガーがむくりと起き上がる。何が起きたのかと目を見張ると、彼を縛りつけていたはずのベッドの柵が折れているではないか。

「あっ、あっ、そんな……っ」

「もう、我慢はこのくらいでいいか？　いいよな？」

　アイガーの後ろから、何かどす黒いものが立ち昇っている。

　ブランシュは期待に震える内心に気づかない振りをして、首を横に振った。

「だめっ、だめ、今日は、あああっ」

　ごんっ、と一度、下から突き上げられる。ブランシュの崩れ落ちそうな身体をアイガーの手がしっかりと支えた。というか、逃がさないというように押さえ付けた。

　そしてそのまま、容赦のない抽送が始まった。

「ああっ、あッ、ああああ……っ」

　腰を固定されていて、快楽を逃がすことができない。ごんっ、ごんっ、と下から強烈な刺激が襲う。

「だめっ、だめぇッ、やあああ」

「うう……っ」

　ブランシュはびくびくと背を反らし、あっという間に達してしまった。

　奥に、勢いよく弾ける彼の欲望を感じる。

「く、はぁ……っ」

　ブランシュはあまりの快楽に惚けて、口をぽかりと開けてしまっていた。そこにアイガーが食いつくようなキスをしてくる。

「んんん……！」

　事後に交わすような口づけではない。口を離すと、互いの唾液が糸となり、ぷつりと切れた。

「たくさん、気持ちよくしてもらったからな」

　アイガーの声は低い。ブランシュは嫌な予感がした。

「お返しさせてくれ、俺にも」

「ちょっ、まっ、ああああ」

　抵抗する術なく押し倒される。ブランシュの中に入ったままのそれがまた硬度を増していた。

「んあっ、あっ、ああああ」

　上から押しつぶすようなピストンに、ブランシュは両足を宙でびくびくとさせる。止まらない彼の熱情は、その後も明け方近くまで続いたのだった。




「もう！　今日は！　私が好きなようにする日だったのに！」

　むくれるブランシュに、アイガーは子犬のように眉を下げている。

「すまない、その、お前が、あまりにいやらしくて……」

　素直なその言葉に一瞬頬を染めたブランシュだったが、こんな可愛らしい謝罪で許してなどやるものか。ブランシュは、眉間に皺を寄せ、小さく呟いた。

「こんな布では、だめね。もっとちゃんとした拘束用の縄でないと……」

「おい？　ブランシュ……？」

　アイガーは嫌な予感がしたが、先ほどまでの妖艶な妻を思い出すと、たまにはこういうのもいいか、などと思うのだった。


（番外編　了）









あとがき








　濃蜜ラブルージュＦ＋様では二作目となります。なとみと申します。

　この度はこのお話を手に取っていただき、誠にありがとうございました。

　今回このお話を思いついたきっかけのシーンは、初夜にアイガーが「『スノーフレーク』、お前にしては迂闊だったな」と、自分に記憶があることを明らかにする場面でした。ここに向けて序盤から舞台を整えるのが楽しかったです。

　もともと敵対の葛藤が好きで、特に、ヒーローにもヒロインにも譲れない信念があり、なのにお互いに惹かれ合ってしまい、ある種背徳的に行為に及ぶというのが大好きです。今回ですと、前世の二人の行為がそうだったかもしれません。

　性癖を村に例えるなら、『敵対の葛藤をさせたい、ただし快楽に染まりつつも完堕ちせず、行動の軸が恋愛主軸にならない村』に癖の実家があるのかなぁなんて思っています。（なんて？）

　忙しい日々の中楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　またの機会がありましたら、どうぞ宜しくお願いいたします。






なとみ
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